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会
主
義
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学
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方
法
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か
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す
る
一
つ
の
反
有
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周
知
の
よ
ろ
に
、
ソ
述
邦
に
お
い
て
社
会
主
義
経
情
的
挫
設
が
す
す
む

に
つ
れ
て
、
「
相
会
寸
義
経
済
学
」
の
方
法
の
確
京
と
体
系
的
杭
築
の
試

み
が
い
く
と
ー
と
な
く
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
成
果
は
、
す
で
に
一
九
万
円
ー

の
寸
経
済
学
教
科
書
」
(
初
版
〉
に
焦
約
さ
れ
、
現
在
の
社
会
主
義
経
済

学
の
方
法
と
体
系
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
社
会
主
説
経
済
学

の
占
法
と
体
系
の
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
理
論
的
位
置
を
占
め
る
べ
き
社

会
主
義
の
も
シ
で
の
帥
品
生
広
と
価
値
法
川
の
問
題
か
、
一
丸
山
五
年
に

は
じ
め
て
そ
の
体
系
の
な
か
に
主
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
事
情
出
、
こ
の

問
題
を
め
ぐ
る
理
論
史
の
複
雑
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
う
。

す
で
に
、
社
会
主
哉
の
も
と
で
商
品
生
産
が
有
在
し
、
価
値
法
則
が
作

用
す
る
必
然
性
に
勺
い
て
は
、
ス
タ
リ
ン
命
題
の
直
展
的
な
批
判
か
ら

出
発
し
た
、
一
九
五
六
年
以
来
の
い
わ
ゆ
る
か
価
値
何
倍
論
争
u
の
な

か
で
、
幾
多
の
担
論
的
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
乙
ろ
が
、
わ
れ
わ

れ
が
こ
の
問
題
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
と
き
、
現
在
ソ
辿
邦
で
形
成
さ

|湖

本

武

れ
て
レ
る
訪
町
諭
正
も
充
分
に
納
何
で
き
る
も
の

ιは
い
い
が
た
い
珂
論

的
欠
陥
を
内
伐
し
て
い
る
こ
と
は
、
ひ
ろ
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
商
品
斗
一
産
ー
と
何
値
法
則
円
問
地

に
つ
い
て
尉
概
的
な
川
町
論
的
発
肢
を
試
み
る
ま
え
に
、
い
ま
一
度
、
現
行

の
社
会
主
義
経
済
学
の
方
法
と
体
系
の
県
備
が
き
づ
か
れ
る
ま
で
ソ
辿
邦

に
お
い
て
こ
の
問
題
が

rの
よ
う
に
と
り
あ
っ
か
わ
れ
て
き
た
か
を
、
理

論
史
的
に
跡
づ
け
、
そ
の
成
果
と
誤
謬
を
明
確
に
し
、
そ
の
教
訓
を
く
み

と
る
己
主
が
特
に
必
要
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
小
論
の
課
題
は
、
一
九
二

O
年
以
米
の
ソ
ビ
エ
ト
経
済

学
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
い
く
つ
か
の
型
論
を
商
品
生
産
と

価
値
法
則
の
問
題
を
軸
に
際
史
的
に
検
討
し
、
そ
の
結
呆
に
照
し
て
、
現

在
の
礼
会
主
義
経
済
学
白
方
法
に
批
判
的
反
行
を
く
わ
え
、
そ
の
干
し
レ

方
向
を
さ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



川
一
」
れ
ら
の
試
み
を
士
と
し
て
同
社
会
J
也
柾
済
ヴ
前
史
と
も
い
ヲ

へ
き
時
期
に
お
け
る
も
の
と
倒
そ
れ
以
俺
の
時
期
じ
お
け
る
も
の
乙

に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
来
木
的
桁
徴
を
み
よ
う
。
凶
f

ヲ
ピ
ー
ス
、

カ
オ
ス
ト
ロ
ピ
チ
Y

ノ
フ
共
省
J

れ
柿
学
概
論
、
経
納
戸
7
と
ソ
ビ

エ
ト
経
済
の
理
論
代
初
肱
、
一
九
一
九
4

1

(

邦
訳
、
荻
野
茂
訳
0

マ

ル
ク
ヌ
キ
識
経
街
芋
|
経
箭
学
と
ソ
ビ
エ
ト
縦
折
の
別
清
円
、
希
望
問
、

一九-一令

o
f
)
告
制
別
の
一
課
組

q
h
H
4
4
論
十
の
制
成
に
凱
似
〕
に

つ
い
て
の
ソ
辿
邦
に
お
け
る
特
殊
な
市
川
屈
を
名
耐
の
故
後
で
検
討

し
、
ま
た
過
渡
別
心
経
済
を
独
立
し
た
編
で
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
c

「
政
治
経
済
学
教
科
フ
ロ
グ
ブ
ム
」
ロ
マ
ル
ク
ス
ヰ
設
の
臨
む
下
に
[

誌
、
一
九
一
二
一
年
、
第
十
一
月
)
ソ
ビ
エ
ト
経
前
川
町
諭
を
独
I
M
A

し

た
制
の
な
か
で
桝
成
し
〈
体
系
的
出
成
と
は
い
え
な
い
が
)
、
そ
の
固

有
の
対
象
と
刀
法
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
岡
ボ
り
!
り
ン
「
社
会

主
義
経
済
学
の
対
象
と
そ
の
教
授
方
法
に
つ
い
て
」
(
寸
ポ
り
シ
A

ピ

ヴ
ク
』
誌
、
一
九
三
じ
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、
第
一
号
、
《
印

C
2
2
印
Z
E
S》
』
〈

C}
島

国
。
品
)
市
仏
H
U
I
〕
l
社
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主
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経
節
目
ー
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題
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め

て
持
起
。
篇
別
構
成
に
は
、
商
品
生
産
と
仰
億
法
則
、
凶
民
所
件
お

よ
り
甘
山
本
的
経
済
法
則
の
諸
問
題
が
川
市
。
「
経
済
学
の
教
授
に
か

ん
す
る
岩
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問
題
」
(
可
マ
ル
ク
ス
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の
旗
の
下
に
け
h

誌
、
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問

題
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
な
い
が
、
そ
の
後
心
科
系
化
に
重
要
な
示

唆
を
あ
た
え
て
い
る
そ
れ
は
、
な
に

t
り
も
、
社
会
主
義
経
折
芋

社
会
主
義
経
前
学
の
点
法
に
か
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す
る
一
つ
の
反
省
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リ
昨
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五
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一
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榊
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u
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他
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、
+
十
観
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あ
れ
、
社
会
主
義
り
も
と
で
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作
川

す
る
も
の
と
し
て
は
じ
め
て
容
認
さ
れ
た
の
は
、
一
九
岡
三
年
の
部

署
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文
(
前
掲
〕
に
お
い
と
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あ
り
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な
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乙
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、
九
四
五
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(
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初
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あ
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版
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仙
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前
n
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以
)
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論
史
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長
拙
を
し
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い
る
に
と
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主
る
。
ソ
辿
邦
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外
で
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、
改
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二
論
文
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み
る
が
、
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づ
れ
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ソ
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邦
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お
け
る

社
会
主
義
経
併
学
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一
史
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概
M
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社
会
主
義
経
済
学
の
』
法
に
か
ん
す
る
一
つ
の
反
省

を
あ
た
え
た
の
は
、
プ
ハ

I
リ
ン
の
「
経
済
学
死
滅
論
」
で
あ
り
、
そ
れ

は
過
渡
期
経
済
の
研
究
と
社
会
土
義
経
済
学
方
法
の
確
立
に
き
わ
め
て
重

大
な
誤
謬
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
理

論
が
展
開
さ
れ
た
必
然
性
と
L
C
次
り
二
つ
の
点
を
指
摘
で
き
よ
う
。
一

つ
は
、
戦
時
共
産
主
義
則
の
貨
幣
経
済
か
ら
現
物
経
済
へ
の
移
行
を
お
も

わ
せ
る
活
況
象
が
、
あ
た
か
も
商
品

1
資
本
主
義
制
度
の
経
済
的
諸
範
陪

を
消
滅
さ
せ
、
市
場
経
済
の
自
然
発
生
的
諸
法
則
が
ソ
ビ
エ
ト
権
力
の
経

済
規
制
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
か
の
よ
う
に
#
え
ら
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

彼
の
著
作
は
、
こ
の
よ
う
な
悦
時
共
産
主
義
朋
の
実
践
と
経
験
を
理
論
的

に
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
は
、
そ
の
独
特
な
経
済
学
の
対
象
混
定
と

方
法
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
経
済
学
の
対
象
を
商
品
社
会

1
非
純
織

的
社
会
経
済
に
力
み
限
定
し
、
そ
の
均
衡
的
諸
法
則
を
発
見
す
る
乙
と
を

「
理
論
的
国
民
経
済
学
」
の
任
務
と
規
定
す
る
、
と
こ
ろ
か
ら
必
然
的
に
帰

結
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
当
然
、
こ
り
よ
う
な
「
狭
義
の
経

済
学
」
体
系
か
ら
す
れ
ば
、
非
前
品
川
u組
織
的
社
会
経
済
で
は
規
範
と
記

述
の
体
系
の
み
が
存
在
し
、
「
刈
論
経
済
学
」
に
か
わ
っ
て
「
一
般
利
会

学
的
・
記
述
的
利
学
」
が
成
立
ナ
る
に
す
ぎ
な
い
。

と
こ
ム
リ
で
、
「
経
済
学
荷
減
論
」
の
方
訟
で
は
、
資
本
主
義
の
経
済
法

則
と
他
の
梼
成
体
的
経
済
法
則
と
の
根
本
的
美
速
は
、

H
物
的
外
被
U

が

存
在
す
r
Q
か
f

午
い
か
に
帰
着
せ
し
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
生
産
悶
係
を
技
術

関
係
と
混
同
寸
る
生
産
関
係
の
機
械
論
的
現
解
に
そ
の
論
理
的
必
然
性
が

内
在
し
て
い
る
己
、
と
は
明
ら
か
で
、
ブ
ハ

1
リ
ン
が
過
渡
期
経
済
分
析
の

第
九
イ
二
巻

第
三
号

凹

ノ¥

方
法
と
し
て
展
開
す
る
、
価
値
法
則
(
物
的
外
被
社
会
的
形
態
)
↓
物

神
性
脱
脚
↓
労
働
支
出
の
法
則
(
物
的
実
体
・
直
接
的
統
制
者
)
な
る
論

理
が
そ
の
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
体
系
と
方
法
は
、
商
品
、
貨
幣
な
ど
の
経
済
的
諸

範
陪
を
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
自
己
完
結
的
体
系
の
枠
内
に
局
限
し
て
、

資
木
主
義
構
成
体
と
共
産
主
義
構
成
体
を
例
他
と
い
う
形
態
規
定
の
違
い

に
お
い
て
対
立
さ
せ
、
純
粋
化
し
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
商
品
一
貨
幣

関
係
を
資
本
主
義
生
産
様
式
か
ら
共
産
主
義
生
産
様
式
へ
の
移
行
過
程
に

法
則
的
に
位
置
つ
け
る
、
左
い
う
「
広
義
の
経
済
学
」
白
方
法
を
否
定
す

る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
白
ち
に
も
検
討
す
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
過
渡

期
に
詰
い
て
は
私
的
経
済
諸
形
態
の
存
在
に
関
連
ず
け
、
主
と
し
て
、
交

換
関
係
に
よ
っ
て
商
品
貨
幣
関
係
D
必
然
生
を
論
証
す
る
方
法
が
と
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
狭
義
の
経
済
学
」
の
方
法
か
ら
す

れ
ば
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
が
社
会
化
部
分
を
拡
大
し
、
経
済
の
計
画
性
を
獲

得
・
強
化
す
る
に
つ
れ
て
、
経
済
学
は
そ
の
成
立
法
艇
を
失
う
に
到
り
、

こ
の
こ
と
は
、
必
然
的
に
、
ソ
ピ
エ
ト
経
済
の
経
野
学
的
研
究
を
困
難
に

せ
ず
に
は
お
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
済
学
方
法
論
の
支
配
と
経
済
発
展
の
現
実
分
析
お
よ
?

そ
の
迎
論
化
と
の
矛
盾
に
院
而

L
て
、
一
九
二
五
年
の
コ
ム
ア
カ
デ
ミ
ー

の
経
済
学
討
論
会
に
お
レ
て
、
プ
ハ

l
リ
ン

1
プ
レ
オ
プ
ラ
ピ
ン
メ
キ
ー

の
「
狭
義
の
経
済
学
」
論
に
対
す
る
敢
初
の
体
系
的
な
批
判
が
、
久
グ
ヴ

ォ
ル
ツ
オ
フ
ス
テ
ハ

l
ノ
フ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
被
は
、



す
で
に
物
時
共
産
主
義
の
時
期

r支
配
的
地
位
を
え
た
岬
論
、
す
な
わ
ち
、

経
済
学
り
対
象
を
「
抽
象
的
資
本
主
義
の
内
部
的
合
則
性
と
内
部
的
論
理

と
の
研
究
」
に
限
定
す
る
理
論
は
「
無
味
乾
燥
な
形
而
上
学
」

ιす
ぎ
な

い
、
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
エ

γ
ゲ
片
ス
の
規
定
を
論
拠
に
し
て
、
経

済
学
の
対
象
の
出
史
性
を
強
調
1
1、
経
済
学
は
、
「
何
ら
か
白
個
別
的
経

済
発
展
時
代
の
学
説
主
あ
た
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
種
々
な
る
社
会
経
済

的
構
造
円
運
動
の
交
替
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
生
起
と
発
展
と
他
の
経
済
的

構
造
に
よ
る
凶
果
的
必
摂
的
代
位
よ
い
わ
ば
あ
る
経
済
形
態
か
ら
他
の

経
済
形
態
へ
の
発
展
の
学
説
を
あ
た
え
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
、
「
広
設

の
経
済
学
」
の
科
学
性
と
そ
の
必
要
性
主
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
る
が
、
彼
の
批
判
主
問
題
の
提
起
が
、
ポ
グ
ロ
ア
ス
キ
ー
と
パ
ザ

i

ロ
フ
を
の
ぞ
い
た
全
参
加
者
か
ら
強
い
反
論
を
う
け
た
こ
と
は
、
プ
ハ

1
リ
ン
理
論
が
い
か
に
根
づ
よ
〈
支
出
し
て
い
た
か
を
も
の
語
る
も
の
で

(

工

)

あ
ろ
う
ロ

当
時
に
u

白
つ
て
は
、
ス
グ
ヴ
汁
ル
ツ
オ
フ
ス
テ
パ

l
ノ
ア
の
「
広
義

白
経
済
学
」
論
が
、
理
論
的
・
実
践
的
に
い
か
に
市
要
な
意
義
を
も
つ
も

の
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
立
た
彼
の
理
論
的
欠
陥

も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
資
本
主
」
五
構
成
体
の
運
動
法
則
を

研
究
す
る
ば
あ
い
に
、
前
資
本
主
義
構
成
体
ゃ
資
本
主
義
構
成
体
の
発
生

過
組
心
合
法
則
性
の
研
究
な
ど
を
あ
ま
り
に
も
強
調
す
る
。
こ
の
方
法
を

徹
底
さ
せ
て
ゆ
け
ば
、
経
済
学
の
苅
象
を
経
済
的
諸
形
態
の
歴
史
の
研
究

に
還
元
し
、
ひ
い
て
は
諸
構
成
体
の
雌
史
的
交
替
過
起
の
研
究
に
帰
清
さ

社
会
五
義
経
済
学
の
刀
法
に
か
ん
す
る
↓
つ
の
反
有

せ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
ス
テ
ハ

l
ノ
フ
の
積
極
的
な
理
論
的
展
開
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

プ
ハ

1
リ
ン
理
論
は
依
然
と
し
て
そ
の
支
配
を
よ
わ
め
ず
、
そ
の
後
の
論

争
(
一
九
二
九

i
三

O
年
)
に
も
基
木
的
に
う
け
つ
が
れ
て
ゆ
く
。
こ
の

論
争
は
M
H

機
械
前
M
H

者
(
ポ
グ
ダ
i
ノ
ア
コ
1
Y
ら
)
と
M

椀
允
諭
M
M

者
(
ル
ピ
ン
ら
)
と
の
間
町
、
主
と
し
て
、
経
済
学
わ
対
象
規
定
と
抽

象
的
労
働
概
念
の
解
釈
を
め
〈
る
も
の
で
あ
っ
た
ω

ま
ず
‘
経
済
学
の
対
象
規
定
に
つ
い
て
は
、
か
れ
ら
は
と
も
に
生
産
関

係
の
「
社
会
的
」
な
も
の
k

「
物
質
的
」
な
も
の
と
を
絶
対
的
に
対
置
す

る
と
い
う
生
産
関
係
の
誤
っ
た
理
解
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、

具
体
的
に
は

μ
機
峨
油
M
M

者
。
か
生
産
関
係
J
M
技
術
関
係
・
技
術
的
合
法
則

性
と
混
同
L
、
生
産
力
と
生
産
関
係
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

産
力
も
経
済
学
の
対
象
の
な
か
に
入
れ
て
J

ま
う
@
ま
士
、
他
方
、

M
M

観

念
論
M
M

者
は
生
産
関
係
を
売
買
関
係
・
法
律
関
係
と
混
同
す
る
と
し
乙
も
に
、

生
産
関
係
主
生
産
力
(
技
術
と
同
一
視
)
と
を
分
離
し
、
生
産
諸
力
の
特

殊
な
発
展
法
則
は
特
殊
科
学
と
し
て
白
「
社
会
的
技
術
学
」
の
研
究
苅
象

で
あ
る
、
と
規
定
す
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
学
の
対
象
塊
定
之
関
連
し
て
、
抽
象
的
労
働
概
念
の

解
釈
を
め
ぐ
っ
て
も
、

H
観
念
品
M
H

者
は
、
価
値
と
使
用
価
値
、
抽
象
的

労
働

ι具
体
的
労
働
の
矛
盾
を
商
品
の
内
的
4
4
盾
と
し
て
で
な
く
、
仕
会

と
自
然
と
の
聞
の
外
的
な
矛
盾
と
し
て
把
握
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
必
然
的

に
、
使
用
価
値
、
具
体
的
労
働
範
時
を
「
物
質
的
技
術
的
」
範
陪
に
帰

第
九
十
一
昏

第
二
号

四
九



討
会
主
義
料
計
学
の
方
法
に
か
ん
す
る
‘
つ
の
民
有

(
お
一

若
さ
せ
る
と
い
う
誤
謬
が
生
れ
た
。

L
t
が
っ
て
、
商
品
生
産
者
の
労
働

は
、
生
産
過
程
に
お
い
て
、
直
接
的
に
は
私
的
具
休
的
労
働
で
あ
っ
て

も
、
た
だ
間
接
的
に
H
桝
判
的
社
会
的
労
倒
M
M

で
あ
る
に
す
さ
ず
、
交

換
過
程
に
お
い
て
の
み
は
じ
め
て
抽
象
的
労
働
と
価
値
が
「
創
造
さ
れ
、

〔
国
)

生
成
さ
れ
る
」
と
い
う
流
通
主
義
的
・
観
念
論
的
価
値
論
が
展
開
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
、

H
機
械
弘
一
炉
者
吐
、
価
値
を
社
会
的
純

時
か
ら
技
術
的
組
問
に
転
化
さ
せ
、
拍
象
的
労
働
を
生
出
学
的
労
働
支
出

に
還
元
把
握
し
、
観
念
識
が
抽
象
的
労
働
の
社
会
的
性
格
と
陛
史
性

-r

一
面
的
に
強
調
す
る
に
反
し
て
、
そ
れ
を
否
定
し
、
自
然
的
技
術
的
側

面
を
お
し
だ
す
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
価
値
お
よ
び
具
体
的
労
働
も
自
然

的
・
技
術
的
範
陪
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
制
値
法
則
を
起
肢

史
的
、
ー
水
久
法
則
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
乙
の
論
争
も
依
然
と
し
て
「
狭
義
の
経
済
学
」

l

「
経
済
4
7
死
滅
論
」
の
体
系
と
方
訟
を
岡
執
L
、
経
済
学
の
川
一
発
点
を
商

品
物
神
性
の
存
在
に
求
め
、
商
品
価
値
理
論
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
か
れ
ら
は
、
ス

タ
ヴ
ォ
ル
ツ
オ
フ
E

ス
一
ア
パ
ノ
フ
の
「
広
義
の
経
済
学
」
論
に
み
ら
れ

た
ポ
グ
ダ
l
ノ
フ
的
誤
認
会
批
判
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
か
れ
の
主
張

そ
の
も
の
を
完
全
に
無
視
し
、
そ
の
正
し
い
理
論
的
継
承
発
展
が
考
え

ら
れ
る
余
地
す
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
現
実
の
ソ
ピ
コ
ト
経
済
が
社
会
主
義
[
一
業
化

ι農
業
法
団

化
政
策
の
成
功
に
よ
っ
て
国
民
経
済
に
お
け
る
社
会
主
義
経
済
形
態
の
比

第
九
十
一
巻

川

第

γJ 

五
c 

れ!形すし然ソ 111:
るチ期る、的ピを
ま γ のよそにエ拡
で論経うれしあ卜大
結文済にaがい経す
/こが学二ご完入済る
な論，~コーι 全れのに
け文のーにな経つ

注量言語語 UZを
な表」ごさの運、
らさが1ci';"れと動こ
7J:れ俗、'~，J' る L 臣、の
方、、ーさ:まて旦uょ
っそらよ -cr¥'P;をう
たれに乙にまnIlf な
のま翌二はさ明「
でで年ケ、れし狭
あのに士ロるよ誌
るthbtポょうの
)争リゼうと経
に 17γ にす済
品冬リ:ベなる 1芋
11 ンご Jレつ立」
符、二グた場の
がミりも。と方

うりコ指しは法
7こユ転捕か必も、

制
「
資
本
家
的
前
日
刊
障
を
基
礎
と
す
る
社
会
の
終
荒
は
、
同
時
に

ま
た
肘
済
学
の
終
需
を
意
味
す
る
」
(
民
】
両
者
百
一
門
戸
日
げ
ら
図
。
居
酒

E

E
旬
。
盟
百
。

E
ロ
8
5
M
P
宮
叩
区
N

C

H

]

転
形
制
の
経
済
川
こ
佐

町
学
、
問
雅
雄
訳
師
、
ス
タ
l
リ
γ
・
プ
ハ

l
リ
ン
利
作
集
散
1
1

巻、

一
九
一
八
年
刊
、
八
円
l
e
/
)

こ
の
「
経
済
学
死
滅
諭
」
は
、
た
と

え
ば
、

A

・コ

1
ン
に
お
い
て
も
、
「
交
換
社
ん
が
の
刀
詑
諸
問
含
研

究
す
る
と
こ
ろ
の
経
済
学
が
い
わ
ゆ
る
則
論
経
済
学
(
法
則
設
定
的

科
学
|
得
者
)
で
あ
る
ロ
理
論
経
済
学
は
、
た
だ
向
川
山
社
去
を
研
究

す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
交
換
関
係
の
破
め
つ
は
同
時
に
、

文
理
論
経
済
学
の
融
め
つ
で
あ
る
」
と
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ
が
れ
て
い

あ。

(
R
O
回
一
』
⑤
一
同
。
V
H
A
国同

Z
C
]
V
Z
J
円。
h
o
包
阿
国
民
官
。
図
。
出
民
F

忌
N
寸
同
「
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
経
済
学
の
方
法
論
」
村
山
正
訳
、
設
文
閥
、

一
九
ペ
ー
ジ
。
)

ま
た
、

A

V

オ
ン
チ
ェ
フ
も
同
械
で
あ
る
。
「
生
起
お
よ
び
消

棋
の
間
組
、
一
つ
の
経
済
緋
造
の
他
の
そ
れ
に
よ
る
交
苔
の
問
阻
は



肘
拡
に
刷
山
に
粁
済
的
訪
凶
係
の
一
定
的
体
制
の
間
叱
の
制
聞
の
丹

に
川
て
い
る
」
(
ア
・
レ
オ

γ
チ
エ
フ
「
川
円
前
純
情
ザ
の
昨
史
的
梨

併
の
間
出
に
よ
ぜ
て
、
河
野
草
弘
出
「
経
術
学
の
根
本
川
地
ι
所
収
、

共
文
閥
、
一
九
三
一
一
今
、
一
五
工
ヰ
ベ

1
シ
。
)

ω
レ
I

ニ
ン
「
食
杭
税
に
勺
い
て
」
「
V

ニ
ン
令
梨
L

第
円
以
、

第
一
(
一
イ
=
畠
お
よ
び

M
・
ド
ヅ
プ
「
ソ
ヴ
ェ
ト
経
消
山
人
L

上
巻
、
野

々
村
一
朗
訳
、
一
新
評
論
社
、
三

C
I
一
九
九
ベ
ジ
挙
制
。

川W

「
「
人
k
人
の
関
係
L

が
〔
物
と
物
と
の
関
係
と
な
っ
て
現
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
志
説
的
に
%
施
さ
れ
る
と
こ
ろ
心

A
阿
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
」
「
組
織
さ
れ
た
る
利
金
組
僻
」
で
は
「
間
に
お

い
て
記
引
の
ふ
ゐ
体
系
と
、
他
聞
に
仰
い
て
規
範
の
体
系
と
が
存
十
忙

し
得
る
」
(
ブ
ハ

1
リ
ン
、
前
掲
昔
、
七

t
八
ペ
ー
ジ
)

判
フ
ハ
l
リ
ン
は
、
牛
広
間
係
と
は
社
会
的
関
係
と
技
術
的
関
係
の

合
成
体
で
あ
る
ζ

述
べ
、
川
出
関
係
の
な
か
へ
技
耐
削
民
れ
そ
出
入
し

て
い
る
。
そ
し

τ、
紋
に
上
れ
ば
、
川
且
力
は
「
技
術
心
施
時
」

で
あ
る
た
め
、
川
住
力
は
経
済
学
の
対
象
の
な
か
に
入
る
。
(
前
掲

帯
、
六
七
J
Jハ
九
、

E
U
べ
i
ジ
幸
刊
)

ω
プ
ハ
l
リ

γ

「
過
渡
期
U
Aロ
川
件
心
同
町
」
、
前
仙
川
所
収
、
三

O
六
ペ
ー
ジ
宰
問
。

川
別
ス
ク
ゲ
ォ
ル
ツ
一
ペ
フ
ス
テ
パ

1
ノ
フ
「
紅
仲
間
竿
と
利
ぞ
や
」
お

よ
ひ
「
同
志
ス

7

ハ
1
ノ
プ
・
ス
ク
ヴ
ォ

λ

ソ
オ
フ
の
報
何
に
某
づ

く
討
論
」
つ
経
済
下
町
根
本
問
題
」
、
前
掲
、
所
収
。

間
前
掲
点
、
三
八
ベ
ジ
考
問
。

的
役
は
経
揖
学
の
対
象
の
照
史
性
交
強
調
し
て
(
前
掲
丹
、
一

J
九

自
公
主
荘
粍
折
戸
J

の
方
法
に
か
ん
す
る
一
つ
の
江
省

ベ
T

V
〕
、
次
の
よ
う
に
し
め
〈
〈
っ
て
い
る
e

「
能
的
w
i
は
木
目
的

に
庶
史
科
学
で
あ
る
。
そ
れ
は
惟
史
的
な
、
す
な
わ
ち
、
不
断
に
変

化
し
円
つ
あ
る
材
料
を
取
以
う
一
」
、
し
た
が
っ
て
「
資
本
正
義

の
時
代
お
よ
び
資
本
主
義
の
悶
々
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
ず
に
、
歴
史

的
円
材
料
』
を
研
究
し
、
ま
た
側
々
の
発
民
時
代
の
付
持
法
則
を
迫

究
し
つ
つ
も
、
若
干
の
般
的
粁
済
的
合
別
引
の
昨
聞
を
拒
存
し
な

い
」
(
前
掲
官
、
二
九
、
三
ハ
)
へ

1
ジ
)

例

前

掲
J

川
、
三
七
ベ

l

シロ

同
ス
一
フ
パ

1
ノ
フ
に
対
す
る
批
判
山
川
は
、
付
経
済
学
と
舵
済
見
を
担

同
し
、
付
山
場
鮮
惜
の
価
値
的
消
純
耐
を
普
遍
的
起
歴
史
的
範
川
町

化
し
、
同
資
本
主
義
の
唯
一
白
可
能
な
方
法
と
し
て
心
抽
象
的
・
前

沢
的
方
法
を
否
定
し
て
い
る

k
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ω
こ
れ
は
、
論
争
で
た
だ
一
人
中
立
的
立
場
を
と
っ
た
ポ
グ
〆
l
ノ

フ
が
、
料
済
円
了
目
仔
務
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
全
的
措
凶
体
に
般
的
措

民
法
則
の
究
川
で
さ
ゐ
と
述
べ
、
問
通
附
'
超
歴
史
的
法
則
の
附
明

ー
と
「
資
本
論
の
前
向
仙
川
の
い
わ
ゆ
る
ポ
グ
ダ
l
ノ
フ
的
拡
張
を
く

り
か
え
ず
り
に
刻
し
て
、
フ
ハ
リ
ン
派
の
批
判
が
、
か
れ
が
羽
目

本
主
義
梢
成
件
を
認
減
す
る
の
に
「
珂
論
経
済
学
」
の
必
型
や
み
と

め
た
主
い
う
点
に
v

と
ど
ま
っ
た
と
い
う
事
情
に
も
う
か
が
え
る
ω

こ

れ
は
と
く
に
プ
レ
オ
プ
ヲ
ゼ
ン
ス
キ
!
と
オ
シ
ン

λ

キ
ー
の
苧
有
に

み
と
め
ら
れ
る
。
(
前
掲
官
、
一
一
三
一

t
一
六
五
主
開
)

M
円

ト

α
E
E
-司
由
民
且
〕
判
明
白
)
}
U
C
4
@匂
岡
国
国
∞
吋
。
一
H
O
L
H
O
】
ヨ
園
口
。
両
国
点
。
M
n
C
図

何回富
o
E
F
E出
同
己
経
済
学
方
法
論
の
#
礎
』
、
岡
本
、
一
引
設
以
、

出
脇
村
、
一
九
一
一
五
司
、
凹
凹
d

v

ノ
参
岡
山
。

第
九
イ
二
巻

ir_ 

li 

第
一
一
号



社
会
主
義
粁
済
wF?
の
克
法
に
か
ん
す
る
「
つ
の
反
省

H
W

ド
ゥ

l
コ
ル
・
ア
ベ
ズ
ガ
ウ
ス
、
別
掲
羽
、
凹
七

t
五
C
悲一附。

凶
ド
ゥ
l
コ
ル
・
ア
ベ
ズ
ガ
ウ
ス
、
前
絹
己
、
一
仏
ハ

v
l五
八
参
問
。

と
く
に
、
イ
ル

1
ピ
ン
「
マ
ル
ク
ス
白
体
系
に
お
け
る
抽
象
的
労

働
と
価
値
」
、
前
掲
寸
舵
柿
宇
の
根
木
川
岨
L

所
収
、
一
一
心
一
ベ

1

ン
参
照
ω

ゆ

イ

ル

1
ピ
ン
、
前
掲
書
、
一
一
八
八
ペ
ー
ジ
会
問
。

M
W

イ
ル
ビ
ン
、
前
掲
山
、
三
心
一
、
一
一
心
一
二
、
一
一
一
り
一
ハ
ペ
ー
ジ

参
問
。

肋

ア

・

コ

1
ン
「
イ
ル
ピ
ン
持
コ
イ
ル
グ
ス
価
値
説
概
説
」
帯

一
二
肱
の
批
評
」
(
~
九
二
七
年
)
前
掲
『
経
新
学
の
根
木
刊
姐
所

収
幸
問
。

同

D

ロ
l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
「
以
い
立
味
の
経
済
学
と
狭
い
意
味
の
経

済
学
」
、
ご
ク
コ
パ
ア
ベ
ル
ズ
ウ
λ

、
前
掲
円
所
収
、
一
二
一
令
凹

へ
i

ジ
審
問
。

M
W

ボ
リ
リ
ン
「
「
転
形
期
経
済
学
』
に
対
す
る

ν
i
一
一
ン
の
批
判
」

(
ル
ダ
ス
、
マ
ル
テ
ィ
ノ
フ
、
デ
ポ

l
u
ン
、
ポ
り

1
リ
ン
『
プ
ハ

l
リ
ン
唯
物
史
飢
批
判
し
、
広
島
定
吉
訳
、
所
収
、
1

川
楊
社
、
一
九

三
O
年
)
お
よ
口
、
(
プ
ハ

l
リ
ン
『
幅
形
期
経
済
学
し
へ
の
批
川

ν

ニ
ン
遺
稿
の
町
発
ま
い
而
尼
正
之
叫
訳
。

M
W

出

E
E
E
'
F
民
出
呂
田
昌
H
一

』

Y
H同
町
和
田
向
。

E
E
E出
凶

ロ
O

白
司

4
2
E同

0
5
E広
喜
一
《
目

op司
自
由

γ
5
8
F
封

。

日

ポ

リ

i
り

ン
、
ミ
リ

ι
1
チ
ン
「
ツ
ビ
エ
ト
経
済
学
に
お
け
る
偏
向
」
寸
マ
ル

ク
ス
主
義
の
旗
の
ー
ー
に
』
、
花
、
一
九
一
二
年
、
二
二
号
、
白
楊
祉
。

凶
こ
の
間
の
事
情
は
、
ラ
ピ
ド
ス
、
オ
ス
ト
戸
ピ
チ
守
ノ
フ
が
「
教

第
力
十
二
告

/、

."-li. 

第

号

科
書
」
第
五
肱
(
一
九
二
九
年
)
(
前
掲
一
u

マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学

経
済
学
と
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
坦
論
』
〉
に
お
け
る
「
ル

l
ピ
ジ
的
・

悶
念
的
」
誤
認
と
「
機
械
前
的
誤
謬
」
を
白
己
批
判
し
、
「
均
衡
む

見
地
か
ら
で
な
く
、
運
動
の
見
地
か
ら
」
の
闘
争
を
よ
び
か
け
、
「
広

設
の
経
済
学
」
へ
伝
換
し
℃
い
る
こ
と
に
充
分
う
か
が
え
る

o
qマ

ル
ク
ス
経
済
学
教
れ
』
、
第
六
版
、
椅
本
弘
毅
訳
、
白
栂
社
、
一
九

一
一
一
年
の
「
原
著
者
序
文
」
参
照
)

過
渡
期
経
済
の
理
論

プ
ノ

l
リ
ン
は
「
松
形
期
の
経
済
学
』
で
実
際
に
過
波
期
経
済
の
分
析

を
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
が
、
「
経
済
学
死
京
諭
」
の
体
系
か
ら
き
わ
め
て

独
時
な
方
法
愉
を
展
開
し
て
い
る
。
伎
に
よ
れ
ば
、
過
渡
期
の
経
済
と
は
、

商
品
経
済
の
諸
範
時
が
計
四
的
基
礎
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
「
生
産
力
合
理

的
組
織
」
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
ゆ
く
過
程
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
過

渡
期
の
根
本
的
傾
向
の
一
つ
は
、
商
品
物
抑
的
外
穀
の
破
社
4

に
あ
ら
わ

れ
る
e

そ
こ
で
、
過
渡
期
経
済
白
分
析
の
た
め
に
は
、
ま
づ
、
「
理
論
経

済
学
」
の
革
本
的
な
概
念
と
範
隔
の
庶
史
性
、
意
義
、
限
界
を
明
碓
に
し
、

そ
れ
ら
が
過
渡
的
経
済
制
度
の
な
か
で
ど
白
よ
う
な
「
修
正
」
と
「
制
限
」

を
う
け
る
か
を
研
究
す
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
、
商
品
経
済
の
諸
範
院

の
過
渡
期
経
済
へ
の
適
応
性
白
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
最
大
の
一
読

岡
崎
か
お
か
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
プ
ハ

l
リ
ン
の
方
怪
請
は
、
当
時
の
経
済
学
者

に
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え

τも
、
不
ッ
プ
期
の
多
ウ
ク
ラ
ド



経
済
円
分
析
へ
の
そ
の
具
体
化
に
お
い
て
は
か
な
り
の
和
遣
が
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
プ
レ
オ
ア
ラ
ゼ
ン
ス
キ
ー
の
「
一
つ
の
規
制
者
」
の
刑
判
制
は
、

不
グ
プ
と
い
う
新
し
い
事
態
に
対
す
る
最
初
の
理
論
的
ア
プ
ロ
チ
と
し

て
あ
ら
わ
れ
、
当
時
の
「
品
開
状
価
格
差
」
恐
慌
を
め
ぐ
る
左
製
反
対
派
の

「
ヨ
業
の
独
裁
論
」
の
理
論
的
定
式
化
と
な
っ
た
も
の
で
あ
副
が
、
そ
の

分
析
方
法
は
、
迎
渡
期
の
経
済
を
相
対
な
す
る
白
家
的
経
済
部
分
と
私
的

経
済
部
分
に
分
割
し
、
前
者
に
は
原
始
的
社
会
主
義
的
蓄
積
の
法
則
、
後

者
に
は
価
値
法
が
「
根
本
的
法
則
」
と
し
て
作
用
M
、
と
の
二
つ
の
対
立

法
則
に
よ
っ
て
で
き
る
合
成
力
一
一
合
成
的
合
則
性
l
自
然
成
長
性
)
の
方

向
に
過
渡
期
経
済
白
発
展
企
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
L
て
、
池
波
期
の

本
質
は
、
ま
さ
に
私
的
経
済
(
植
民
地
に
た
と
え
る
〉
と
の
不
等
伽
交
換

に
よ
っ
て
、
国
家
的
経
済
(
本
凶
に
た
と
え
る
)
の
計
画
的
基
慌
が
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
私
的
経
済
の
価
値
法
則
が
原
始
的
社
会
主
義
的
帯
棋
の

法
則
に
転
化
し
て
ゆ
く
過
科
に
あ
る
、
と
論
ず
る
。

こ
れ
に
対

L
て
、
ア
ハ

l
リ
ン
は
、
プ
レ
オ
プ
ラ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
の
方

法
が
過
波
期
経
済
の
統
一
性
令
長
壊
し
、
労
農
岡
山
出
の
可
能
性
を
否
定
し

て
い
る
点
を
批
判
す
る
な
か
で
自
己
の
蔵
庫
的
な
分
析
方
法
を
提
示
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
過
渡
期
経
済
を
社
会
主
義
的
部
分
と
小
商
品
的

部
分
と
に
分
割
し
、
前
者
に
は
経
済
的
均
衡
の
一
般
的
か
つ
普
遍
的
法
則

が
作
用
し
、
後
者
に
は
均
衡
論
的
な
怖
値
法
則
が
作
用
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
過
渡
期
に
お
レ
て
は
、
起
歴
史
的
・
普
通
的
法
則
の
「
社
会
的

形
態
の
交
代
」
が
問
題
と
な
る
に
す
ぎ
ず
、
「
社
会
主
義
的
・
計
画
的
基

引
会
主
義
経
済
学
の
方
怯
に
か
ん
す
る
一
つ
の
反
布

礎
的
勝
利
の
過
科
は
、
必
働
支
出
の
法
則
が
そ
の
罪
で
よ
こ
れ
た
価
偵
外

被
を
脱
ぎ
す
て
る
過
程
、
す
な
わ
ち
、
労
働
支
出
の
法
則
へ
の
価
値
法
則

の
転
化
の
過
程
、
基
礎
的
社
会
的
統
制
者
の
物
神
染
料
脱
化
の
過
程
に
外

な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
め
る
L

と
結
論
す
る
。

明
ら
か
な
よ
う
に
、
プ
レ
オ
プ
ラ
ゼ
ン
ス
キ
と
プ
ハ

l
り
ン
の
方
法

論
に
お
け
る
基
本
的
な
畑
違
は
、
プ
レ
オ
プ
ラ
ゼ
ン
ス
キ
が
「
労
働
支
出

の
法
叫
」
を
「
原
始
的
社
会
主
義
的
菩
積
の
法
則
」
に
お
き
か
え
、
二
つ

の
法
則
の
対
立
と
闘
争
に
よ
っ
て
生
ず
る
合
成
的
合
法
則
性
の
方
向
に
発

展
の
規
定
的
傾
向
を
認
め
る
に
対
し
亡
、
ブ
ハ
リ
ン
は
、
ポ
グ
ダ
!
ノ

フ
的
斗
刀
法
に
立
脚
し
て
、
制
値
法
則
を
起
原
史
的
普
遍
的
法
則
で
あ
る

「
労
働
支
出
の
法
則
」

r機
械
的
に
還
元
し
、
唯
一
の
規
制
者
を
堅
持
す

る
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
ら
の
方
法
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
過
渡

期
の
ト
会
主
義
経
済
部
分
に
お
け
る
商
品
-
貨
幣
な
ど
の
価
航
的
諸
範
嶋

を
理
論
的
に
無
視
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
過
渡
期
の
多
ウ
ク
ラ
l
ド
の
存

在
か
ら
、
す
な
わ
ち
小
商
品
ウ
ク
ラ
1
ド
と
か
資
本
主
義
ウ
ク
ラ
!
ド
の

有
在
に
結
び
つ
け
て
説
明
す
y
Q
V

」
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
私
的
経
済
部

分
の
内
部
お
よ
び
晃
れ
主
同
家
的
経
済
的
部
分
》
の
間
の
商
品
・
貨
幣
流

通
の
範
囲
内
に
お
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
均
衡
論
」
的
な
価
航
法
則
の
作

用
を
容
認
し
.
社
会
主
義
経
済
部
分
の
生
産
物
の
商
品
的
性
格
と
価
組
法

則
の
作
用
を
否
定
ず
る
d

こ
こ
か
ら
社
会
主
義
経
済
部
分
の
生
産
物
の
商

品
・
貨
幣
形
態
が
社
会
化
部
分
内
部
v
h

固
有
な
生
産
形
態
か
ら
必
然
的
に

で
て
く
る
の
で
は
な
く
、
私
的
経
済
部
分
に
の
み
関
連
づ
け
、
交
換
闘
係

第

九

二

巻

七

五

第
二
サ



円
会
}
寸
出
杭
柿
川
十
心
力
誌
に
か
ん
す
る
一
つ
の
反
省

ー
向
日
間
流
通
を
通
じ
て
社
会
化
部
分
に
「
外
か
ら
」
刻
印
さ
れ
る
も
の
と
し

て
、
流
通
主
義
的
に
と
ら
、
ζ

る
結
果
と
な
る
υ

し
た
が
っ
て
、
国
家
的
・

社
会
主
説
的
生
応
部
刊
で
生
成
さ
れ
、
流
通
す
る
生
島
物
の
商
品
・
貨
幣
形

態
は
現
実
的
な
経
済
的
内
容
が
除
去
さ
れ
、

μ
H

実
体
d

ぬ
き
の

N
形
態
H

と
し
て
の
f
U
味
し
か
も
た
な
く
な
る
。

江
の
よ
う
に
、
私
的
経
消
部
分
の
存
在
に
の
み
商
品
・
貨
幣
形
態
の
必

然
刊
を
求
め
、
司
会
主
義
的
生
産
物
の
商
品
的
性
格
と
そ
の
経
済
的
実
体

を
否
定
す
る
十
刀
法
論
の
基
礎
は
、
一

1
0年
代
に
み
ら
れ
る
方
法
λ

酬
の
そ
れ

と
は
本
目
的
に
具
る
も
の
で
あ
り
、
当
然
、
「
狭
誌
の
経
済
学
」
の
論
出

(
刊
〉

的
帰
結
と
い
え
よ
う
ω

ま
た
、
こ
の
「
狭
義
の
経
済
学
」
の
分
析
方
法
に
は
、
農
業
集
団
化
の

成
功
に
よ
っ
て
社
会
主
義
経
済
形
態
が
全
而
的
支
配
を
確
立
す
る
に
つ
れ

て
、
商
品
・
貨
幣
範
陪
が
死
滅
す
る
と
い
う
論
理
的
必
然
伸
を
内
在
し
て
お

り
、
そ
れ
は
現
実
の
ソ
ピ
エ

f
経
済
の
発
展
と
の
鋭
い
矛
盾
に
直
面
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
で
あ
り
、
こ
こ
に
実
践
的
に
も
「
狭
義
の
経
済

学
」
の
体
系
に
か
わ
っ
て
、
「
広
誌
の
経
済
学
」
の
体
系
が
椛
立
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
現
実
的
契
機
の
軍
要
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

ω
プ
ハ
!
リ
ン
寸
伝
市
川
町
一
経
消
芋
片
山
陥
百
、
-
一
一
二
三

1
ジ口

仙
恨
の
池
波
則
の
本
質
お
よ
び
そ
の
現
実
性
に
つ
い
て
の
考
え
力
に
つ

い
て
は
、
「
辺
健
加
の
合
川
性
の
問
題
」
、
前
掲
、
一
二
八
ベ
ジ

巷
照
。

ω
プ
ハ

I
リ
ン

J
h
形
期
の
経
済
学
n
k

、

山
晶
、

一
一
一
五

t
二
一
六

第
九
十
一
荏

ノ一、

第

二白:
凶

13
柄。

似
プ
レ
オ
ブ
ヲ
ぜ
ン
ス
キ
ー
の
川
一
諭
は
、
一
九
一
一

h
年
に
出
版
さ
れ

た
一
新
経
済
』
(
国
自

E
9
8軍
国
国
民
旦
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
ブ
ハ
リ
ン
「
過
渡
期
の
合
則
性
の
問
題
」
に
お
け
る
出
富

な
引
用
文
を
利
用
1
た
。
仕
お
、
こ
の
プ
ハ
l
リ
ン
論
文
は
、
「
新

経
済
L

批
判
に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
u

ω
M
ト
ァ
プ
に
よ
れ
ば
‘
?
」
の
J
1
v

え
万
(
「
ユ
設
の
独
裁
」
)
が
、

生
く
と
も
潜
在
的
に
左
翼
反
対
派
と
い
わ
れ
て
い
る
傾
向
の
ぷ
礎
と

な
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
日
ハ
定
主
義
ア
カ
デ
ミ
ア
に
引
き
渡

し
た
論
文
で
当
時
プ

ν
オ
プ
ヲ
ゼ
ン
ス
キ
ー
が
川
出
向
し
た
即
論
の
な

か
に
、
ぞ
れ
が
も
っ
と
も
か
つ
完
全
に
定
式
化
さ
れ
て
い
る
」

(
M

ド
ッ
プ
「
ソ
グ

2
1
ト
経
済
史
L

、
前
掲
、
一
一
四
七
へ

1
ジ
)

同

ブ

ハ

l

J
ン
、
前
掲
書
、
二

λ
4
ペ
ー
ジ
参
照
。

川
仰
原
始
的
祉
へ
山
主
義
的
主
税
は
、
資
木
の
本
源
的
苦
積
過
釈
に
直
接

的
に
ア
ナ
ロ
ギ
さ
れ
、
資
本
の
前
山
と
し
て
の
そ
の
暴
刀
的
判
怖

が
そ
の
ま
ま
適
附
さ
れ
、
思
的
セ
ク
タ
ー
(
主
と
し
て
良
民
)
か
ら

の
強
制
的
手
段
(
一
小
等
側
交
換
〉
、
つ
ま
り
「
収
用
」

1
搾
取
に
よ
る

苔
献
を
山
川
附
し
た
c

(

ブ
ρ

リ
ン
、
前
山
向
山
、
=
一
ん
、
一
二
一
一
七

ペ
ー
ジ
参
照
)

的

フ

ハ

l
り
γ
、
前
掲
円
、
一
一
一
心
六
ペ
ー
ジ
。

同
こ
の
「
法
則
」
は
、
商
品
社
会
E
は
物
的
外
被
を
ま
と
う
特
殊
庇

山
的
な
形
態
(
価
値
法
則
〉
セ
と
る
が
、
非
商
品
祉
会
で
は
「
労
働

安
川
の
法
則
以
外
の
何
物
に
も
亮
股
し
得
た
い
」
趨
歴
史
的
法
別
で

あ
る
、
と
い
う
G

こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
、
う
ら
が
え
し
た
か
た
ち
で
、



州
値
法
則
を
永
久
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
ア
ハ

l

リ
γ
、
前
描
函
、

三
口
一
二
一
二
口
五

t一二
O
六
ペ
ー
ジ
参
焔
〕

川
川
万
ト
フ
ス
キ
ー
は
左
翼
的
問
向
を
批
判
し
て
改
の
よ
う
に
の
ベ
る
。

「
か
れ
ら
は
貨
幣
と
尚
品
流
通
の
存
在
を
私
的
商
業
・
資
本
主
義
的

お
よ
び
小
市
川
間
的
経
済
形
態
白
有
在
と
結
び
つ
け
た
。
商
業
と
貨
幣

が
何
か
外
か
ら
社
会
主
義
ヒ
ク
タ
ー
に
《
結
び
つ
け
ら
れ
》
、
そ
れ
に

よ
っ
て
止
む
を
え
ず
利
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
た
」
と
。

(
叶

mpJE因
。
凶
同
国
同
一
。
。
。
岡
市
H
O
開
。
神
甲
司
自
~
問
。
区
。
。
国
自
の
問
。
昨
唱
。
司
自
国
臣

《
国
旬
。
E

O
呂
田

G
M
g
泊
。
一
出

E
S
Y
H
A。
N

E

叫
町
耳
切
白

同
ア
メ
リ
ニ

y

カ
ヤ
リ
レ
オ
ン
チ
ュ
プ
の
過
波
期
経
慌
の
分
析
方
法

も
そ
の
例
外
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
同

E
F
gロ
tr
。目υ
2
7
2
U

N
m
o
l
N
∞
同
事
明
。料

会
烹
義
経
済
制
度
確
立
期
心
理
論

国
民
経
済
に
お
し
い
て
社
会
主
義
経
済
形
態
が
全
両
的
勝
利
を
獲
得
す
る

に
つ
れ
、
必
然
的
に
国
民
経
済
白
統
一
性
が
強
調
さ
れ
、
国
民
経
済
計
画

化
に
「
唯
一
の
規
制
者
」
と
し
て
の
地
位
が
あ
た
え
ら
れ
、
前
面
に
お
し

だ
さ
れ
る
に
到
っ

rQ
し
か
し
、
当
時
の
国
民
経
済
計
画
化
は
、
第
一
に
、

自
然
発
生
的
諸
要
素
の
残
存
と
階
級
弔
存
在
が
経
済
法
則
の
作
用
を
修
正

す
る
こ
と
、
第
一
に
、
価
格
、
貨
幣
、
信
用
等
の
価
値
的
諸
形
態
を
利
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
性
が
存
在
す
ゐ
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、

「
過
渡
朋
の
計
画
」
と
し
て
、
「
完
成
さ
れ
た
社
会
主
義
の
計
画
」
と
区
別

き
れ
て
い
九
日
。
し
た
が
っ
て
、
「
過
渡
期
の
計
画
」
の
特
質
は
、
「
完
成
し

社
人
品
主
義
経
済
学
の

h
法
に
か
ん
す
る
一
つ
の
反
省

た
社
会
主
義
の
司
副
」
が
「
自
然
的
物
的
」
直
接
的
計
尚
で
あ
る
に
反

し
て
、
価
格
、
貨
幣
な
ど
の
価
指
的
諸
形
態
を
利
用
す
る
「
財
務
的
」
間

接
的
計
画
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
過
倖
期
と
完
全

な
社
告
主
義
を
区
別
す
る
基
本
的
な
指
擦
を
商
品
貨
幣
形
態
が
存
在
す

る
か
存
か
に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
と
乙
ろ
が
、
国

民
経
仲
間
の
経
済
諸
法
則
を
究
明
す
る
L
あ
た
っ
て
、
国
民
経
済
計
両
山
が

「
唯
一
の
規
制
者
し
、
と
し
て
法
則
的
に
把
握
さ
れ
た
も
の
の
、
他
方
で
は
、

依
然
ど
し
て
価
値
法
則
は
そ
の
必
然
性
を
私
的
所
有
に
求
め
る
「
狭
通
の

経
済
学
」
の
方
法
全
ぬ
く
い
き
れ
ず
、
社
会
主
民
セ
ク
タ
ー
内
部
で
の
そ

の
作
用
は
否
定
さ
れ
て
い
た
ω

し
か
し
、
国
民
経
済
計
副
化
り
法
則
に
し

て
も
、
客
観
的
経
済
法
則
と
し
て
川
別
注
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
プ

ハ
l
リ
ン
の
よ
う
に
労
働
支
山
の
法
則
に
基
づ
い
て
、
計
町

1
予
恐
と
規

め

、

、

定
す
る
の
で
も
な
か
っ
た
ω

ぞ
れ
は
い
う
な
れ
ば

A
凶

1
命
令
と
し
て
、

す
な
わ
ち
、
国
家
の
経
済
政
策
を
実
況
す
る
た
め
の
「
政
策
上
の
道
具
」

と
し
て
、
き
わ
め
て
主
観
的
主
意
主
義
的
に
規
定
し
、
把
握
す
る
も
の

4
 

で
あ
っ
た
臼

で
は
、
過
渡
期
自
国
民
経
併
計
画
化
の
法
則
が
必
然
的
に
利
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
商
品
貨
幣
形
態
が
存
在
す
る
必
然
性
は
、
ど

こ
に
求
め
ら
れ
、
い
か
な
る
経
済
的
周
定
を
う
け
て
い
た
の
で
あ
る
う

か
。
こ
り
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
必
ず
し
弘
明
確
か
つ
定
分
な

論
証
を
う
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
ガ
ト
ア
ス
キ
ー
に
よ
る

と
、
社
会
ギ
義
的
労
働
が
百
接
的
礼
会
的
性
格
を
も
っ
て
い
て
も
、
古
い

第
九
十
二
逝

ゴL

五:
h 

第
二
号



割
合
主
義
経
済
学
の
方
法
に
か
ん
す
る
一
つ
の
反
省

分
業
の
残
存
物
、
ナ
な
わ
ち
、
知
能
労
働
と
肉
体
労
働
、
都
古
川
と
農
村
の

差
違
な
と
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
、
社
会
的
生
産
物
は
一
貨
幣
的
表
現
形
態
」

を
と
り
、
当
然
、
向
品
流
通
而
が
保
た
れ
る
。
だ
が
、
過
渡
的
社
会
主
義

段
階
に
お
け
る
こ
の
商
品
貨
幣
形
態
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
主
は
原

則
的
に
臭
っ
た
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
存
在
を
必
然
化

ず
る
諸
要
因
が
「
社
会
主
義
生
産
関
係
の
本
質
」
、
「
社
会
化
さ
れ
た
経
済

6
 

そ
り
も
の
の
諸
関
係
の
な
か
に
」
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の

社
会
主
義
段
階
に
お
い
て
「
商
品
」
、
「
貨
幣
」
、
商
業
、
ホ
ズ
ラ
ス
チ

2
1

ト
な
ど
白
「
価
値
」
的
諮
形
態
を
な
ぜ
全
両
的
に
展
開
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ラ
ピ
ド
ス
、
ナ
ス
ト
ロ
ビ
チ

v
ノ
フ
に
よ

れ
ば
、
社
会
ト
主
義
生
産
闘
係
が
全
面
的
支
配
を
確
立
し
て
も
、
勤
川
持
者
の

物
的
関
心
を
刺
戟
す
る
必
要
が
存
在
す
る
こ
と
、
他
方
で
は
、
直
義
斗
一
産

物
交
換
や
直
接
労
働
時
間
計
算
へ
移
行
す
る
た
め
の
技
術
的
生
産
的
芯

礎
を
ま
だ
充
分
に
も
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
か
れ
ら
は
社
会
主
義
の
も
と
で
の
商
品
・
貨
幣
問
係
の

必
然
性
を
旧
社
会
自
社
告
的
分
業
体
系
の
残
惇
に
求
め
、
そ
の
上
、
す
で

r克
服
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
「
私
的
所
有
1
商
品
生
産
」
論
の
論
理
を
完
全
に

払
拭
し
切
れ
ず
に
、
社
会
主
義
生
産
物
の
商
品
的
実
体
乞
否
定
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
粁
会
主
義
生
産
関
係
が
宇
面
的
に
支
配
を
確
立
し

た
段
階
で
普
遍
的
に
存
在
す
る
商
品
貨
幣
範
嶋
は
現
実
的
な
経
済
的
内

容
を
も
た
ず
、
た
だ
遺
産
し
て
の
古
い
形
態
を
保
封
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、

本
質
の
な
い
単
な
る
M
M

外
被
が
に
転
化
し
ヤ
い
る
こ
と
意
味
す
る
。
し
た

第
九
十
二
巻

。
第
一
一
月

五
六

が
っ
て
、
社
会
主
義
段
階
で
の
価
航
法
則
の
作
用
は
再
」
注
さ
れ
、
た
だ
「
白

接
的
社
会
主
義
的
分
配
」
と
「
古
川
接
的
労
働
時
間
計
算
」
へ
の
一
移
行
を
完
了

す
る
ま
で
の
過
渡
期
社
会
主
義
に
お
け
る
商
品
-
貨
幣
形
態
は

N
実
体
U

な
き
N
形
態
U
H
K
し
て
、
す
市
わ
ち
、
「
価
値
」
と
い
う
経
済
的
実
体
を

も
た
な
い
が
、
告
適
川
仰
に
残
存
す
る
も
の
し
乙

L
亡
一
定
の
役
割
を
も
っ
、

と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
、
と
は
、
う
ら
が
え
せ
ば
商
品
・

貨
幣
等
の
1

州
伯
」
的
諸
形
態
が
国
民
経
済
計
一
由
化
の
法
則
と
の
相
互
関

係
に
お
い
て
、
計
画
化
の
「
経
済
的
テ
コ
」

u
「
用
共
」
と
し
て
の
経
済

的
規
定
を
う
け
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
、
「
価
値
」
的
諸

形
態
を
主
観
的
技
術
主
義
的
に
と
ら
え
る
も
の
で
怠
っ
て
、
計
算
分

配
概
念
り
成
立
を
も
り
が
た
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
M

ラ
ピ
ド
ス
、
オ

ス
ト
μ

ピ
チ
ヤ
ノ
ア
が
「
ソ
ビ
エ
ト
貨
幣
」
を
何
倍
法
則
の
表
現
で
は
な

く
、
し
た
が
っ
て
、
自
然
成
長
的
佃
備
計
算
で
は
な
く
、
計
画
的
計
算
の

子
段
で
あ
り
、
そ
の
根
本
的
機
能
は
、
「
ル
プ
ル
に
よ
る
統
制
」
に
あ

る
と
の
ベ
、
ま
た
、
ガ
ト
プ
ヌ
キ
ー
が
ソ
ピ
エ

l
商
業
と
貨
幣
を
、
主
と

し
て
、
そ
の
機
能
論
に
お
い
て
民
間
し
て
い
る
乙
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
e

こ
の
よ
う
に
、
二
一
ロ
ヰ
代
の
社
会
主
義
経
済
形
態
主
面
的
支
配
の
段

階
で
「
商
品
・
貨
幣
」
関
係
が
存
在
L
展
開
さ
れ
る
必
然
的
要
因
は
、
「
社

会
主
義
生
産
関
係
の
本
質
」
、
つ
ま
り
旧
社
会
白
分
業
体
系
の
残
倖
労

働
の
「
社
会
的
具
賢
明
の
存
芥
お
よ
び
そ
こ
山
ら
出
て
く
る
物
的
関
心

性
の
原
則
に
根
拠
を
も
つ
も
の
と
レ
て
論
証
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
価
値
実

体
が
否
定
さ
れ
に
u

こ
の
よ
う
に
、
「
州
値
」
的
諸
形
態
を
計
画
的
計
算
、



計
画
的
分
配
の
用
具
と
し
て
技
術
主
義
的
に
主
観
的
に
規
定
す
る
汁
岱
目

分
配
概
念
は
、
国
民
経
済
計
回
化
に
主
観
的
な
経
済
的
規
定
ゃ
あ
た
え
て
、

法
則
的
に
把
握
す
あ
と
ζ

る
に
、
必
然
的
に
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
め
っ
た
、

1
J

い
え
」
う
Q

川W

た
と
え
ば
、
一
九
三
口
午
に
ガ
ト
ア
ス
キ
ー
は
「
国
民
経
済
制
画
」

を
ツ
ピ
エ
ト
酔
前
の
主
要
な
粁
済
的
範
時
之
規
定
し
、
「
全
国
民
経

済
心
構
造
と
機
能
に
お
け
る
固
ま
政
策
の
組
織
化
さ
れ
た
干
捗
」
で

あ
ゐ
と
の
べ
て
い
る
ω

(

L

U

・
ガ
ト
ア
ス
キ
ー
「
ソ
ビ
エ
ト
併
祈

理
論
の
方
法
論
的
諸
問
題
」
コ
日
間
経
済
』
、
一
九
一
一
一
口
年
、
四
号
、

同
2
M
Z
H
E
M
-
旬
、
叶
庁
σ
。ョ
m
Z
E
E
叶
VO
可
己
主
お
巴
何
打
。
ロ
Q
Eげて

OM
印
。
口
巴
E
目
ご
《
ω。
E
E
ω
E
Eふ
さ
】
同
〈
冠
。
日
司
旧
宮
)

ま
た
、
ベ
ポ
ハ
ノ
ア
ス
守
I
柄
一
u

ソ
ビ
エ
ト
述
却
の
料
法
制
政
筑
L

(
一
九
一
一
年
、
モ
ス
ク
ワ
)
、
邦
訳
、
寸
ソ
ヴ
ヱ

l
ト
同
盟
市
間
経

済
r
、
経
済
批
同
会
訊
制
、
世
却
経
済
護
世
8
、
叢
文
凶
、
一
九
三

一
一
勾
、
万
九
J
九
四
ペ
ー
ジ
参
加
。
旬
。
。
岡
崎
E
F
〉
叩
四
百
耳
目

E
出

国
司
。
宮
E
E
v
f
z
ω
ご
邦
訳
、
『
経
済
学
教
科
」
小
原
次
朗
訳
、

希
望
閥
、
七
己

1
一
ひ
じ
べ
l
J
Y

参
照
。
ラ
ピ
ド
マ
ハ
、
赤
ス
ト
ロ
ピ

チ
ャ
ノ
プ
『
生
産
価
値
貨
幣
』
(
マ
ル
ク
ス
主
義
純
済
学
教
程

I
)
第
じ
版
、
折
本
弘
毅
訳
、
白
楊
朴
、
一
九
三
二
年
二
九
三
七

年
邦
訳
)
、
一
一
一
八

l
一
一
一
一
七
べ

I
デ
参
照
。
「
プ
戸
レ
タ
リ
ア
独
裁

の
計
画
は
、
社
会
主
義
的
社
会
化
の
法
則
(
過
渡
期
経
済
白
根
本
的

辺
副
法
則
筆
者
)
が
実
値
さ
れ
る
形
式
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、

計
画
そ
の
も
の
も
過
渡
的
経
済
白
根
本
的
運
動
法
則
と
咋
ぶ
こ
と
が

で
き
る
(
コ
ア
マ
ン
耽
輯
[
経
消
学
〕
コ
ム
ア
カ
デ
ミ
ー
レ

l

相
会
主
義
経
済
学
の
刀
法
に
か
ん
す
る
一
つ
の
反
省

ニ
ン
グ
ラ

I
ド
支
郎
料
情
学
肝
究
所
編
、
一
九
三
一
年
、
邦
出
一
マ

ル
ク
ス
オ
義
経
済
学
L

広
島
定
古
口
他
訳
、
匙
文
刷
、
一
一
四
ペ
ー
ジ
〕

ω
同

E
片
岡

HMPF
〉』

O
切

2
7
司

N
E一
ベ
・
ボ
ハ
ノ
ノ
ス
キ
l
嗣
、

前
掲
井
、
七
一
二

l
七
六
ペ
ー
ジ
参
照
@
コ
フ
マ
ン
庇
輯
訂
(
前
掲
)

れ
よ
れ
ば
、
一
つ
の
計
画
の
根
本
的
差
異
旧
、
主
と
し

c
、
計
画
が
、

商
品
、
貨
幣
咋
の
自
然
発
作
的
訪
堅
持
を
「
昨
定
」
・
利
用
す
る
か

い
な
か
に
求
め
ら
れ
、
日
然
成
長
的
要
素
を
「
立
定
」
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
、
計
岡
は
予
想
的
性
怖
を
も
ち
、
そ
れ
が
消
波
す
れ

ば
司
両

1
指
令
に
転
化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
(
一
二
五

l

一
二
六
ベ
ジ
参
照
〕
。

ω
プ
ハ

l
リ
γ

「
地
渡
期
の
合
則
性
心
問
地
」
、
前
掲
需
、
一
一
一
』

。へ

I
ジ。

ω
ラ
ピ
ド
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ピ
チ
ャ
ノ
ノ
コ
相
続
術
学
入
門
L

L
巻、

お
八
版
、
一
九
三
円
年
、
民
応
巧
房
(
九
九
一
一
一
七
年
〕
、
一
一
一
四

t

二
一
五
ペ
ー
ジ
参
照
。
ま
た
、
第
七
収
『
化
住
・
価
値
貨
幣
』
前

掲
、
一
三
回
ベ

l
ジ
事
問
。

ω
白
出
口
問
。
思
EH同』}【一一

c
c
c国
呂
田
品
目
}
U
Z
E
O

《口
]MouhS貝

。
{
匂
図
。
民
国
国
間
》
]
=
。

M4
日間凶日汁

O叶]
セ

b
m
l
品。

v-[国]也
O
E同
調

MO国ヤ

HM『
一
。

2
凶
司
自
o岡
宮
閃
V
E
M
《
同
日
)
。
司
嗣
吉
国

h
v
E
E雪
崩
民
》
い
す
回
目
団
臼
山
同

川
開
ラ
ピ
ド
ス
町
オ
ス
ト
ロ
ピ
チ
キ
ノ
一
ノ
、
一
川
胸
部
、
一
凹
一

l
一
回

二
ペ
ー
ジ
参
照
。

約
一
フ
ピ
ド
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ピ
チ
ャ
ノ
ァ
、
前
掲
謀
、
一
回

O
t
四

へ
l
ジ
奪
取
。

た
と
え
ば
、
一
プ
ピ
ド
ス
・
オ
ス
ト
ロ
ピ
チ
ヤ
ノ
フ
、
前
掲
書
(
一

(8) 

第

九

一

巻

第
一
リ

二百

じ



凡
へ
A
V
L

投
融
済
学
の
方
法
に
か
ん
す
る
一
つ
り
反
省

一
八
ベ
ジ
〉
で
は
町
次
む
よ
う
に
岡
田
定
し
て
い
る
ω

「
我
が
経
済

に
お
け
る
肉
円
山
形
態
の
鴫
カ
と
晃
肢
が
、
旬
開
前
の
剖
J

内
的
指
導
の
有

力
な
道
具
で
あ
り
、
計
画
連
行
甘
よ
び
そ
り
突
破
り
た
め
に
あ
b
ゆ

る
資
酬
を
動
川
は
す
る
迫
具
で
あ
る
」
と
。
ま
に
、
ガ
ト
フ
ス
キ
ー
は
、

商
品
質
幣
形
態
が
フ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
の
道
共
か
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
経
済
白
道
具
に
促
本
的
に
転
化
し
た
点
を
強
調
し
て
、
「
ソ
ビ
エ

ト
価
格
」
を
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
同
事
に
あ
る
強
力
な
テ
コ
」
と
の
べ

て
い
る
(
司
自
O

ロ
自
民
戸
斗
E片
封
。

}
2日
u
h一
)
。
こ
の
よ
う
な
埠
定
を

あ
に
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
す
〈
タ
リ
ン
が
「
社
公

壬
読
む
利
読
に
順
応
さ
せ
た
フ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
の
道
具
」
と
埠
定
し

て
以
来
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
(
叶
ス
タ
1
リソ
J

全
集
~
第
十
一
番
、

コ
ハ
五
ベ

1
0
)

川
町
ラ
ピ
ド
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ピ
チ
ヤ
ノ
フ
、
前
掴
吾
、
一
一
一
七
J

二

八
ベ
ジ
参
照
。

川
間
口
出

E
E
E
E】
「
~
-

昌
M
尚
昆
タ
闘
]
再
思
唱
。
国
国
国
M
C園
、
割
、

JE出
}
剛
志

四

価
値
法
則
白
「
変
容
」
諭

三
0
年
代
に
確
立
し
た
計
算
・
分
配
概
念
の
特
徴
は
、
商
品
生
産
の
諸

範
院
の
相
正
悶
係
。
伝
倒
し
た
論
証
、
す
な
わ
ち
、
価
値
法
則
を
否
定
し

な
が
ら
、
転
倒
し
た
形
で
「
価
値
」
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
論
埋
的
矛
盾
を
内
在
し
て
い
る
ご
と
で
あ
る
。

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
計
算
目
分
配
概
念
に
固
有
の
論
理
的
転

倒
を
指
摘
し
、
価
州
法
則
の
作
用
を
認
め
る
と
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た

第
九
十
二
巻

第
二
ザ

h 
ノ¥

が、

v

一
れ
は
、
戦
時
経
済
体
制
と
い
う
現
実
の
も
と
で
、
資
棋
の
動
員
と

節
約
、
原
価
の
引
下
げ
、
労
働
生
産
物
の
向
上
が
強
く
要
請
さ
れ
る
に
つ

れ
て
、
計
算
・
分
配
概
念
が
経
済
政
策
上
の
実
際
問
題
の
解
決
に
阻
H
的

役
割
を
は
た
す
と
い
う
事
態
に
胞
団
L
、
そ
の
肝
決
が
焦
闘
の
課
題
と
な

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
一
九
四
三
年
の
無
署
名
前
九
で
は
じ
め
て
、
社
会
主
義
の
経

許
諾
法
則
の
定
式
化
が
試
み
ら
れ
る
な
か
で
、
師
値
法
則
も
「
変
容
さ
れ

た
法
則
」
と

L
て
、
そ
の
存
在
主
作
用
が
確
認
さ
れ
る
に
到
る
ロ
し
か
し

な
が
ら
、
そ
こ
で
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
価
値
法
則
の
作
用
を
必
然
化

す
る
要
悶
に
つ
い
て
は
、
三

0
年
代
り
計
算
分
配
概
念
が
「
商
品
貨

幣
」
範
院
を
社
会
的
労
働
の
計
算
・
分
配
白
技
術
的
用
具
と
規
定
し
た
論

拠
を
そ
の
ま
ま
継
訴
し
、
そ
れ
に
「
価
値
」
と
い
う
現
実
的
な
経
済
的
内

容
を
も
た
せ
よ
う
と
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
社
会
主
読
の
も

と
で
の
価
値
法
則
が
「
変
容
さ
れ
た
形
で
」
作
用
す
る
点
で
資
本
主
義
の
も

と
で
は
原
則
的
に
異
っ
た
役
割
を
も
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
到
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
何
値
法
則
が
、
す
で
に
生
産
の
規
制
者
の
役
割
を
失
い
、
「
基
本
的

経
済
枝
川
か
ら
一
従
属
的
法
則
に
変
質
」
し
て
お
り
、
ま
に
、
労
働
が

直
接
的
社
会
的
性
格
を
も
ち
、
敵
対
的
矛
盾
が
内
在
し
な
い
た
め
、
資
本

主
義
に
国
有
の
無
政
府
的
諸
結
果
を
と
も
な
わ
ず
、
資
本
主
義
生
産
関
係

を
発
生
さ
せ
な
い
、
、
と
い
う
点
に
「
変
容
」
の
本
質
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
社
八
百
主
義
の
も
と
で
の
価
値
法
則
は
「
同
氏
経
済
の
計
画

的
管
理
の
条
件
の
も
と
に
、
ソ
ビ
エ
ト
国
家
に
よ
っ
て
怠
識
的
に
応



用
さ
れ
る
法
川
と
し
て
作
用
す
る
」
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
国
家
の
「
計

画
的
指
等
」
の
「
補
助
的
手
段
む
役
割
を
演
じ
」
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
国
家
は
価
値
法
則
事
識
し
、
「
国
家
的
計
画
化
に
役
立
つ
よ

う
な
生
産
物
内
一
生
産
・
分
配
お
よ
び
安
換
の
も
っ
と
も
エ
レ
メ
ン
タ
ル
な

8
 

法
則
」
と
し
て
意
識
的
に
刺
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、
社
会
主
義
経
済
に
ι

普
通
的
に
存
在
す
る

商
品
貨
幣
等
の
「
価
値
」
的
諸
施
時
を
、
社
会
主
義
経
済
の
「
発
展
法

則
」
で
あ
り
、
「
生
産
り
胤
制
者
」
で
あ
る
社
会
主
義
的
計
同
化
の
技
術

的
崩
具
と
し
て
利
用
し
な
吋
れ
ば
な
ら
な
い
‘
と
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
「
変
容
さ
れ
た
伽
値
決
則
」
論
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の

基
本
的
な
諜
謬
を
次
の
二

A
に
集
約
す
る
に
主
ど
め
よ
う
。
一
つ
は
、
社

会
キ
一
義
の
も
と
で
価
値
法
則
が
作
用
す
る
必
然
性
会
認
め
な
が
ら
も
、
そ

の
要
因
を
商
品
生
躍
の
存
在
の
必
然
性
か
ら
で
は
主
く
、
労
働
の
社
会
的

汁
算
と
分
配
の
必
要
か
ら
論
証
す
る
乞
い
う
計
算
分
配
概
念
に
固
有
の

転
倒
し
た
論
理
を
払
拭
で
き
ず
、
こ
こ
か
ら
、
「
商
品
貨
幣
」
形
態
主

主
倒
的
技
術
主
義
的
に
之
ら
え
、
仙
値
法
川
の
客
観
的
性
栴
が
不
止
め
ら

れ
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
第
一
一
に
、
国
民
経
済

の
計
画
化
法
則
を
社
会
主
義
に
特
有
の
「
発
展
法
則
」
と
し
て
定
式
化
す

る
場
合
に
も
、
同
様
に
、
そ
れ
ま
で
の
計
四
H

命
令
と
し
て
国
家
の
政
策

と
同
一
視
す
る
主
観
的
理
解
か
ら
脱
脚
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
国
家
の
計

一向化
k
客
観
的
な
経
済
法
則
と
を
同
一
視
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
何
値
法
則

を
も
「
変
容
法
川
」

E
Lて
主
観
的
に
把
握
す
る
に
到
っ
た
と
い
え
よ
う
内

判
ヘ
ム
主
義
経
折
半
の
ん
法
に
か
ん
す
る
一
つ
り
反
省

たの法
なま貝Ijい
けまのう
れ引こま
ばきので
なつよも
らがうな
なれ"なく
か、主、

っそ観価
たり的値
の克な法
で服法則
あは則を
る、観合

結はむ
局ず社
、オ会

スズ宅
タネ ;E
l セの
リンも
ンスと
論キで
文 l の
まに経
でも済
待モ諸

川W

オ
ス
ト
ロ
ピ
チ
ヤ
ノ
フ
に
よ
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
す
で
に
「

カ
四
一
年
。
経
済
学
教
科
詳
の
一
草
諜
に
か
ん
す
る
経
済
学
者
と
の

会
議
で
、
こ
の
矛
屑
に
目
且
を
む
け
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
に
は
価
値
法

則
が
作
用
し
て
い
る
と
怖
何
法
則
存
定
論
ち
に
批
判
を
く
わ
え
て
い

る
。
(
木
原
正
雌
択
制
勺
何
倍
と
川
崎
の
現
出
酬
に
、
前
判
、
一
一
口
五

ペ
ー
ジ
参
照
)

ω
「
経
慌
の
教
授
に
か
ん
す
る
若
干
の
問
題
」

J
2

マ
ル
ク
ス
主
義
の

故
の
下
に
』
誌
、
第
七

1
八
号
、
前
摘
。

川
円
前
回
向
論
文
、
ア
d

リ
カ
訳
、
五
一
五
ペ
ー
ジ
参
照
。
ま
た
、
グ
オ

ズ
不
セ
ン
ス
キ
ー
が
指
摘
す
る
五
つ
の
原
則
仇
花
迫
点
に
つ
レ
℃
は
、

出
。
留
の
の
富
田
島
一
出
、
出
0
0
国
民
自
国

o
E
Z
E
ロ
ロ
口
市
出
口
。
官

oh

。
ρ
2
2リ
足
羽
問
。
出
国
U

岡
田
嗣
川
れ

J

大
祖
同
情
や
期
に
お
け
ゐ
ソ
同

盟
戦
時
経
済
日
此
治
経
済
研
光
市
点
、
所
内
研
古
資
軒
第
十
四
作
用

〔
町
一
円
三
い
一
引

i
一
一
六
ペ
ー
ジ
参
照
@

川
刊
オ
ス
ト
ロ
ピ
チ
ヤ
ノ
フ
「
社
会
主
識
経
済
発
肢
の
某
本
的
合
則
性
」

《目。

E
E
E貝
》
国
O

H

戸

E
t
邦
訳
「
社
会
科
学
』
、
第
一
(
U
H
一υ
、

一
四
七
年
、
凹
一

t
四
二
へ

l
ジ
参
焔
e

川W

レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
『
ス
タ
I
り
ン
社
会
主
義
経
済
学
白
剤
拍
者
n
h

一
九
五

O
年
、
邦
訊
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
社
会
主
義
経
済
学
四
四
諭
』
、

新
時
代
社
、
{
九
五
一
年
、
七
四
ペ
ー
ジ
、
コ
ズ
ロ
フ
「
レ

i

エン

第
九
イ
一
一
書

第

h 

!L 



社
会
主
義
経
済
芋
の
方
法
に
か
ん
す
る
一
つ
の
反
省

と
ス
タ
ー
リ
ン
は
社
会
主
義
経
陣
学
の
創
始
者
で
あ
る
」
色
。

3
0
E

9
8
g
z
E》
出
。
戸
一
忌
昌
邦
訳
、
ソ
ビ
エ
ト
研
究
者
協
会
所

内
研
究
資
料
『
社
会
土
義
経
済
の
川
値
法
則
」
六
九

t
七
心
。
へ
ジ
。

ガ
ト
フ
ス
キ
l

刊
計
画
す
る
社
会
主
義
凶
家
』
《
回
目
E
E⑦
M
E
E
F

2
5》
国
Q

N

一
巴
品
川
訳
、
前
問
書
所
収
八

O
へ
i
ジ
を
参
照
。

川
「
経
済
学
町
教
肢
に
か
ん
す
る
若
干
の
問
題
」
、
ア
メ
リ
カ
訳
、

刷
掲
、
玉
一
↑
半
。
へ

l
ジ。

初
刊
と
同
じ
。

的
グ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
l
、
vM
弘
山
、
一
-
凹
ベ
ジ
。

川
明
グ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ

1
、
前
担
割
、
一
一
一

1
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
u

五

ス
タ

l
リ

γ
の
理
論

ス

タ

り

γ
は
「
ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
し
に

お
い
て
、
経
済
法
則
お
よ
び
社
会
主
義
の
も
と
で
の
商
品
生
産
と
伽
値
法

則
に
つ
い
て
自
己
の
見
解
の
積
極
的
た
展
開
を
試
み
る
に
あ
た
っ
て
、

「
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則
」
論
に
二
つ
の
点
で
批
判
を
く
わ
え
て
い
る
ロ

一
つ
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
経
演
商
法
則

l
価
値
法
則
を
も
合
め
て

は
、
人
聞
の
意
識
に
よ
っ
て
廃
棄
」
し
た
り
、
「
改
造
」
し
た
り
す

る
子
と
の
で
き
な
い
「
経
済
的
発
展
渦
程
を
客
観
的
に
反
映
す
る
客
観
的

法
則
」
で
あ
る
と
規
定
し
、
そ
れ
ま
で
の
主
観
的
な
経
済
法
川
畑
聞
の
支
出

に
と
ど
め
を
き
し
た
こ
と
で
あ
り
、
他
は
、
計
算
分
配
概
念
に
み
ら
れ

た
商
品
生
産
の
諸
範
鵬
の
相
互
関
係
の
諭
型
的
転
倒
を
批
判
し
、
価
値
訟

2
 

則
の
作
用
の
必
然
性
を
商
品
生
産
の
存
在
か
ら
説
明
す
べ
き
で
あ
る
と
し

第
九
イ
ご
巻

/、

ひ

E可

第
二
日
勺

た
こ
、
と
で
L

拘
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
正
し
い
批
判
を
出
発
占
と
し
て
、
ス
タ
!
リ
ン

が
展
開
し
た
商
品
生
産
の
必
然
性
主
伽
侃
法
則
円
出
論
は
あ
え
て
要
約
す

れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
付
ソ
辿
邦
の
社
会
主
義
の
も
と
で
の

商
品
生
産
の
必
然
性
は
社
会
主
」
羽
的
社
会
的
所
有
の
二
形
態
聞
の
交
換
関

3
 

係
に
あ
り
、
伺
し
ん
が
っ
て
、
圃
営
也
ク
タ
で
大
部
分
生
産
流
通
す

る
升
産
手
段
は
所
有
者
の
交
代
が
お
己
ら
な
い
た
め
、
価
値
法
則
の
作
用

4
 

を
う
け
な
い
、
日
開
そ
し
て
、
社
会
王
議
牛
産
関
係
の
枠
に
は
め
ら
れ
た
基

本
的
生
熊
手
段
〈
土
地
、
労
働
力
な
と
)
は
す
で
に
商
品
で
は
な
く
、
ま

た
私
的
所
有
に
本
従
を
お
か
な
い
と
い
う
意
味
で
「
特
別
な
種
類
の
商
品

5
 

生
産
」
で
あ
り
、
佃
航
法
則
は
生
産
り
規
制
者
で
な
く
な
っ
て
い
る
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
G

と
こ
ろ
が
、
一
九
五
六
年
以
来
的
N
価
値
価
格
論
争
w
を
必
然
化
さ

せ
た
要
内
は
、
い
わ
ゆ
る
こ
の

ρ
ス
タ

I
り
ン
命
町
ヂ
が
現
実
の
経
済
政

策
と
経
済
発
展
に
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
じ
あ
り
、
主
と
し
て
、
国
民
経
済
の

統
一
性
の
軽
制
と
生
産
手
段
の
H
H

外
被
uu

前
に
対
す
る
批
判
を
直
接
的
契

機
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
命
題
の
現
民
的
、
論
理
的
破
綻
は
明

ら
か
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
迎
論
史
的
な
考
察
し
と

の
関
連
に
お
い
て
ス
タ
ー
リ
ン
命
題
を
検
討
し
た
場
合
に
明
確
化
す
る
特

徴
的
な
誤
謬
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。

一
つ
は
、
商
品
生
産
の
必
然
性
を
社
会
主
義
的
社
会
的
所
有
の
二
形
態

の
存
非
か
ら
部
き
だ
す
方
法
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
商
品
生
産
の
必
然
性



を
社
会
ト
エ
着
生
産
関
係
を
基
本
的
に
規
定
し
て
い
る
同
家
的
・
全
人
民
的

所
有
形
態
の
過
渡
的
社
会
主
義
段
階
に
お
け
る
特
質
か
ら
で
は
な
く
、
発

隈
段
階
の
よ
り
低
い
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
・
協
同
組
合
的
所
有
の
存
在
に
の
み

関
連
づ
け
ら
れ
、
二
つ
の
所
有
形
態
間
の
売
買
を
通
じ
て
の
交
換
関
係
に

お
い
て
説
明
さ
れ
た
。
し
た
が
コ
て
、
国
家
的
-
全
人
民
的
所
有
の
生
産

物
の
商
品
質
幣
形
態
は
、
変
換
を
通
じ
て
「
外
か
ら
」
い
わ
ゆ
る
刀
外

被
uw

ー
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
主
レ
う
論
理
的
必
然
性
を
も
っ
て
い
た
。
ス

タ
ー
リ
ン
の
こ
の
方
法
は
、
ま
さ
に
過
渡
期
の
社
会
主
義
生
産
物
の
「
価

値
」
的
諸
形
態
を
非
社
会
主
義
的
ウ
ク
ラ
ー
ド
と
の
交
換
闘
係
に
よ
っ
て

一
外
か
ら
」
刻
印
さ
れ
る
と
す
る
「
狭
義
の
経
済
学
」
の
方
法
に
特
有
の

誤
謬
を
、
つ
ま
り
、
商
品
生
庄
の
必
然
性
を
諸
ウ
ク
ラ

l
v聞
の
交
換
閃

係
に
お
い
て
論
証
す
る
流
通
主
義
的
誤
謬
を
縦
承
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
@

第
二
に
、
し
た
が
勺
て
、
価
値
法
則
の
作
用
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
た
牛
産

物
が
「
商
品
」
形
態
宮
市
な
る
M
M

外
被
U

H

(

原
例
訂
算
、
そ
の
他
)
と
し

て
も
つ
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
、
主
の
商
品
的
性
格
を
否
定
し
た
こ
と

は、

ζ

れ
主
で
の
計
算
分
配
概
念
の
H

実
体
U

向
き
の
M
M

形
態
H

諭
に

完
全
に
共
通
す
る
誤
り
を
も
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
と
こ
か
ら
必
然
的
に

生
産
手
段
の
「
商
品
」
形
態
は
技
術
的
計
算
分
配
用
具
と
し
て
の
み
規

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
の

こ
の
よ
う
に
、
ス
タ
1
リ
ソ
の
命
題
は
、
基
本
的
に
は
二

0
年
代
の

「
狭
義
の
経
済
学
」
の
誤
っ
た
方
法
危
う
け
つ
ぎ
、
そ
こ
か
ら
、
生
産
手

段
の
商
品
的
性
格
に
か
ん
し
て
は
三
0
年
代
以
後
の
計
指
分
配
慨
念
の

社
会
十
土
義
経
柿
苧
の
万
法
L
か
ん
す
ゐ
一
つ
の
反
省

誤
謬
に
お
ち
入
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
論
理
的
必
然
性
を
内
在
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ω
ス
タ
I
り
ン
叶
ツ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諮
問
題
』

青
木
文
出
版
、
一
五

t
一
八
へ
l
v
/

参
照
。

制
ス
タ
ー
リ
ン
、
円
相
帯
、
=
一
凶
、
一
一
一
七
ベ

l
ジ
参
照
。

同
ス
タ
ー
リ
ン
、
前
掲
許
、
三

D
l三
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

川W

ス
タ
1
り
ン
「
同
志
ノ
キ
ン
へ
の
回
帯
」
、
前
喝
計
、
六
人

i

七

C
ベ
ク
参
照
U

仙
川
ス
タ
ー
リ
ン
、
前
掲
書
、
コ
二
、
一
一
六
ペ
ー
ジ
事
問
。

ー，、

H
価
値
・
価
格
論
争
U

D
以
省

周
知
の
よ
う
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
命
題
の
陀
接
的
批
判
に
は
じ
ま
り
、
最

近
ま
で
M
M

価
値
価
絡
論
争
M
M

と
し
て
展
開
さ
れ
た
諸
毘
論
は
、
社
会
主

義
の
も
左
で
の
商
品
生
産
の
必
然
仲
に
つ
い
て
興
っ
た
論
証
を
試
み
る
カ

・
才
ス
ト
ロ
ピ
チ
ベ
ノ
ア
と
ヤ
ク
ロ
ン
ロ

l
ー
を
代
表
と
す
る
「
商
品

生
陸
有
在
論
」
ー
へ
そ
れ
と
は
全
く
逆
に
、
商
品
生
産
の
有
在
主
民
向
か

ら
否
定
す
る
イ
・
マ
ル
イ
シ
ェ
フ
、
ベ
・
ソ

I
ポ
リ
の
理
論
に
大
別
で
き

る
叶
こ
こ
で
は
、
ご
く
簡
単
に
、
と
れ
ま
で
の
璃
論
史
的
な
検
討
の
結
果

に
て
ら
し
て
、
こ
れ
ら
の
請
時
論
に
内
在
す
る
論
理
的
欠
陥
と
そ
の
方
法

論
的
誤
謬
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

ま
ず
、
「
商
品
生
産
存
在
論
」
り
一
方
を
代
表
す
る
オ
ス
ト
ロ
ピ
チ
セ

ノ
フ
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
商
品
生
産
と
商
品
流
通
の
基
礎
を
社
会

的
分
業
と
生
産
手
段
目
社
会
主
義
的
社
会
的
所
有
の
二
つ
の
形
態
国
家

串
九
十
二
巻

五

第
二
号



社
会
主
読
経
済
学
の
方
法
に
か
ん
す
る
一
つ
の
反
省

的
・
人
中
人
民
的
形
態
ー
と
協
同
組
合
的
コ
ル
ホ
ズ
的
形
態
ー
の
相
刀
関

係
に
お
ち
消
費
資
料
の
商
品
的
性
栴
に
つ
い
て
は
従
来
の
古
川
証
を
そ
の

ま
ま
援
用
し
て
い
る
。
ー
ζ

こ
ろ
が
、
単
一
の
所
有
者
で
あ
る
国
家
セ
ク
タ

ー
内
部
で
大
部
分
生
産
き
れ
、
流
泊
す
る
生
産
手
段
の
商
品
的
性
格
を
も
、

何
よ
り
も
、
持
っ
た
所
有
形
態
問
に
起
凶
す
る
も
の
と
し
て
説
明
す
る
の

3
 

で
あ
る
が
、
」
の
論
拠
だ
け
で
は
ス
タ
リ
ン
命
題
を
機
械
的
に
適
用
す

る
に
等
し
く
、
必
然
的
に
論
理
的
な
矛
盾

r
お
ち
入
ら
さ
る
を
え
な
い
c

そ
乙
で
、
被
は
次
の
よ
う
な
‘
一
つ
の
「
命
題
一
を
導
入
し
、
そ
の
矛
何
人
宮

解
決
し
よ
う
、
と
し
た
ω

第
一
に
、
「
社
会
主
義
経
済
は
統
一
体
で
あ
る
」

主
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
生
陀
干
段
の
生
産
と
消
針
資
料
の
生
序
は
相

互
に
仙
他
的
辿
闘
を
も
っ
て
依
存
し
合
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
「
社
会

主
義
経
済
が
も
統
一
性
の
た
め

ι」
、
消
世
資
料
も
商
品
で
あ
る
、
と

U
5

亡
と
に
な
る
。
第
一
に
、
「
生
産
千
段
の
商
品
的
性
格
は
社
会
主
誌

段
階
に
お
け
る
凶
家
的
所
有
そ
の
も
の
の
特
質
と
発
展
の
内
部
的
裂
求
か

ら
も
で
て
く
る
」
υ

正
い
う
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
国
家
的
セ
ク
タ
内
部

の
名
作
業
の
相
互
関
係
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
は
物
質
的
関
心
性
の
原

則
之
、
そ
れ
に
関
連
し
て
で
て
く
る
労
働
主
出
の
等
価
栴
頃
の
原
別
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
商
品
川
つ
産
と
尚
品
流
通
の
条
件
の
も
と
で
は
、
商
品
交
換

を
通
し
て
お
こ
な
わ
な
レ
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
e

と
こ
ム
り
で
、
彼
の
い
う
「
回
以
経
済
の
統
4

性
」
な
る
命
題
の
「
統
一

性
」
を
基
本
的
に
保
障
す
る
経
済
的
基
礎
は
、
具
っ
た
所
有
形
態
問
の
相

可
関
係
H
H
交
換
関
係
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
そ
れ
を
強
制
す
る
こ
と

第
九
寸
二
巻

/、

第
一
一
日

は
、
逆
に
、
彼
の
万
世
論
上
白
矛
盾
を
浮
彫
り
に
す
る
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、

自

グ
ロ
ン
戸
ド
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
社
会
主
義
の
も
と
で
商
品
生
産
を

必
然
化
す
る
要
因
を
国
家
的
所
有
そ
の
も
の
に
倒
有
な
も
の
と
し
て
認
め

な
が
ら
、
同
時
に
二
つ
の
所
有
形
態
に
根
ざ
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
方

法
論
の
点
で
二
元
論
に
お
も
入
り
、
担
会
主
義
生
産
関
係
を
基
本
的
に
規

定
す
る
「
国
家
的
所
有
の
特
質
と
内
部
的
要
求
か
ら
も
で
て
く
る
」
と
い

う
命
題
を
無
内
容
に
す
る
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
e

こ
の
よ
う
に
、
オ
ス
ト
ロ
ピ
チ
L
Y

ノ
フ
は
実
質
的
「
社
会
主
義
的
所
有

の
一
一
形
態
問
の
交
換
附
係
を
村
会
ヰ
設
の
も
と
で
の
商
品
生
産
を
必
然
化

す
る
基
本
的
一
史
耐
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
同
様
に
、
地

渡
期
の
経
詳
分
析
に
み
ら
れ
た
「
私
訟
の
経
済
学
」
町
方
法
の
誤
J

た
伝

説
を
受
け
つ
い
で
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
う
う
U

で
は
、
同
じ
く
「
商
品
生
産
存
手
論
」
を
展
開
す
る
ク
ロ
ン
ロ
ド
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

彼
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
商
品
生
産
の
必
然
性
を
社
会
主
義
生
産

関
係
を
基
本
的
に
制
定
す
る
同
家
的
全
人
民
的
所
有
の
精
質
に
本
来
的

な
も
の

K
L
て
、
社
会
主
義
段
階
に
お
け
る
全
人
民
的
所
有
に
よ
一
J

て
条

件
つ
け
ら
れ
た
、
山
接
的
に
社
会
的
な
性
格
を
も
っ
労
働
の
未
成
熟
、
す

な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
N
労
働
の
社
会
的
貝
質
性
H
H

が
存
荘
す
る
た
め
に
、

再
生
産
過
程
の
支
出
と
結
果
の
等
伽
的
補
棋
の
原
則
が
客
観
的
必
然
的

な
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
が
必
ら
ず
労
倒
生
産
物
の
商
品
交
換
の
形
態

7
 

を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
、
論
出
的
一
貫
性
を
つ
ら
ぬ
く
の
が
彼
の
理
論



nv
骨
格
で
あ
る
。

彼
は
正
当
に
も
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
所
有
を
商
品
川
工
産
の
U
H

制
足
的
原
因
M
M

と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
J
M家
的
所
有
の
品
質
に
基
本
的
な
根
拠
を9
 

求
め
、
商
品
生
産
が
H

社
会
主
義
生
産
の
木
Y
H
U
L
固
有
な
も
の
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
万
、
社
会
主
義
段
階
の
生
産
力
の
特
筑
か
ら

μ
労
働
の
社

会
的
界
民
性
U

の
有
柱
を
強
一
調
す
る
あ
ま
り
、
い
く
つ
か
の
疑
問
を
よ
び

お
ζ

さ
ざ
る
を
え
な
い
r

例
え
ば
、
彼
の
い
う
H

労
仰
の
社
会
的
異
質
附
U

た
る
も
の
は
社
会
主
義
政
附
に
の
み
固
有
な
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
多

か
れ
少
mr
れ
、
共
庄
主
義
段
階
に
も
残
存
ナ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、

共
産
主
義
段
階
で
は
商
品
貨
幣
附
係
が
有
在
し
な
い
と
い
う
彼
の
命
題

L

乙
矛
盾
し
て
く
る
L

乙
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
川
山
首
労
働
が
同
一

尺
度
に
還
克
さ
れ
、
公
働
が
社
会
的
計
算
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
た
だ
ち
に

制
値
形
態
を
と
る
己
と
に
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
彼
の
論
珂
か
商
品
と

価
値
の
相
互
関
係
を
転
倒
的
に
規
定
し
て
、
価
値
形
態
論
に
逆
わ
し
て
い

る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
乙
と
な
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
彼
の
論
理
に
は
、
明
ら
か
に
〈
判
別
な
種
類
の
商
品
V

と
い
う
範
鴫
を
実
質
的
に
〈
非
尚
品
V

範
時
ヘ
転
化
さ
せ
、
永
久
化
さ
せ

る
矛
阿
古
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
伎
の
こ
の
論
理
的
飛
限
と
矛
盾
こ
そ

社
会
主
義
の
も
と
で
商
品
生
産
官
必
然
化
す
る
要
因
を
過
渡
的
社
会
主
義

段
階
の
閏
家
的
所
有
の
未
成
熟
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
社
会
主
義
労
附
の
特

質
か
ら
機
械
的
に
み
ち
行
き
だ
モ
う
之
す
る
と
こ
ろ
に
発
生
す
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ゐ
ぅ
。

社
主
王
義
経
済
学
の
方
法
に
か
ん
す
る
一
つ
の
反
省

一
方
、
マ
ル
イ
Y
L

ア
と
ア
l
ポ
リ
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
商
品
生
昨

存
在
論
」
に
真
向
か
ら
反
対
し
て
、
「
前
品
生
産
百
円
完
論
L

官
民
間
す
る
。

マ
ル
イ
ジ
ェ
ア
は
、
付
迎
論
的
に
は
コ
ル
ホ
ズ
的
所
有
を
捨
象
す
ベ

(
凶
)

き
こ
と
、
同
社
会
的
分
業
は
必
ら
ず
し
も
商
品
生
産
に
み
ち
び
く
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
批
判
の
出
発
点
と
し
て
、
商
品
生
産
の
基
礎
は
私
的
所
有

を
あ
り
、
相
会
的
所
有
に
基
づ
く
社
会
主
義
の
も
と
で
は
商
品
生
産
は
あ

り
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
佐
官
関
係
の
革
命
的
転
化
、
と
と
も
に
商
品
は
非

商
品
に
転
化
す
る
と
論
ず
る
。
し
か
も
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
商
品
概

念
を
否
定
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
価
値
慨
念
の
存
在
を
詰
定
す
る
と
い
う

矛
盾
を
あ
え
て
お
こ
な
コ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
主
義
社
会
に

お
け
る
伽
値
と
は
、
担
会
的
生
産
物
に
支
出
さ
れ
る
労
働
の
社
会
的

尺
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
で
は
、
共
産
主
義
の
も
と
で
古
意
義
を

も
っ
」
も
の
で
る
る
。
そ
こ
で
は
、
各
経
揖
部
門
へ
の
社
会
的
労
働
の
計

四
的
配
分
と
労
働
支
刊
の
計
画
的
計
算
お
よ
び
測
定
の
社
会
的
尺
度
が
、

す
な
わ
ち
「
価
値
」
で
あ
り
、
共
産
主
義
の
本
来
的
な
形
態
規
定
と
さ
れ

て
い
る
。
社
会
主
義
の
も
と
で
の
こ
の
よ
う
な
「
価
値
」
概
念
は
、
す
で

に
ブ
ム

1
リ
ン
が
均
衡
論
的
価
値
法
則
を
ρ
商
品
物
神
性
の
脱
脚
u
な
る

も
の
を
通
じ
て
機
械
的
L
超
陛
史
的
自
然
法
別
で
あ
る
「
労
働
支
出
の
法

則
」
に
還
元
し
た
方
法
と
同
一
の
方
法
論
か
ら
件
れ
る
も
の
で
あ
り
、
同

時
に
「
制
値
範
陪
の
す
べ
て
の
内
容
を
針
聞
の
両
接
的
計
算
と
分
配
白

、uv

寸
技
術
L

に
帰
着
」
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
計
算
分
配
概
念
の
う
も
返

し
で
あ
る
〉
」
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
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社
会
主
読
経
済
学
の
方
法
に
か
ん
す
ゐ
一
つ
の
反
省

彼
の
と
の
よ
う
な
誤
謬
は
、
ひ
と
え
に
そ
の
経
情
学
の
誤
っ
た
方
法
論

に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
彼
は
商
品
生
産
の
基
礎
を
私
的
所
有
に
限
定
し
、

私
的
所
有

1
商
品
生
産
、
社
会
的
所
有
H
H
非
商
品
生
産
し
乙
形
態
品
定
の
違

い
で
機
械
的
L
分
離
し
、
絶
対
的
に
対
立
さ
せ
、
商
品
生
犀
を
生
井
様
式

の
生
産
、
発
展
、
消
滅
お
よ
び
移
行
の
過
程
で
法
則
的
に
ー
と
ら
え
る
こ
と

を
拒
否
す
る
も
の
で
、
そ
乙
か
ら
、
必
然
的
に
商
品
生
産
を
否
定
し
な
が

ら
、
価
値
恒
例
念
を
自
定
し
、
そ
れ
を
本
来
的
な
共
産
主
義
的
形
態
規
定
と

す
る
誤
謬
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
イ
シ
ェ
プ
の
批
判
者
も
正
し
く
指

摘
す
る
よ
う
に
、
「
商
品
貨
幣
関
係
そ
れ
自
体
は
生
産
の
社
会
的
本
質
を

規
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
逆
L
、
支
配
的
な
生
産
様
式
が
、
商
品
・

貨
幣
関
係
の
具
体
的
歴
史
的
内
容
と
地
位
を
条
件
つ
け
て
い
る
」
の
で

あ
り
、
も
と
も
と
商
品
生
産
そ
れ
自
体
は
一
つ
の
社
会
的
構
成
体
を
構
成

す
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
「
両
品
貨
幣
闘
係
と
私
的
所
有

L
L

を
同
一
組
す
る
こ
と
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
り
そ
れ
ら
の
変
化
し
た
凶

木
賞
を
正
し
〈
理
解
す
る
み
ち
を
ま
っ
た
く
と
ざ
す
も
の
で
あ
る
」
。

以
上
の
よ
う
な
ご
く
簡
単
な
枚
討
か
ら
も
わ
か
ゐ
よ
う
に
、
オ
ス
ト
ロ

ピ
チ
ヤ
ノ
フ
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
同
様
に
、
二

0
年
代
目
過
渡
期
経
済
の

分
析
に
具
体
的
に
適
用
さ
れ
た
「
狭
義
の
経
済
学
」
の
方
法
論
を
基
本
的

に
受
け
つ
ぎ
、
ま
た
、
ク
ロ
ン
ロ
ド
は
、
三

0
年
代
D
は
じ
め
に
「
狭

義
の
経
済
学
」
方
法
論
白
批
判
と
と
も
に
確
立
し
た
計
算
目
分
配
概
念
に

通
ず
る
論
叫
的
才
盾
を
内
在
さ
せ
な
が
ら
、
と
も
に
「
商
品
生
産
存
在
論
」

を
展
開
し
、
他
方
、
マ
ル
イ
シ
品
フ
、
ツ
ー
ポ
リ
の
「
荷
品
生
産
否
定
論
」
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。
論
理
に
い
た
っ
て
は
、
ブ
ハ
!
リ
ン

1
プ
レ
オ
プ
ラ
ゼ
ン
ス
キ
ー
の
経

済
学
方
法
論
。
枠
か
ら
一
歩
も
で
る
も
り
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

ω
そ
れ
ぞ
れ
り
理
論
は
、
主
と
し
て
、
次
凸
諸
論
文
に
お
い
て
展
開

さ
れ
て
い
る
。
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む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
商
品
川
」
産
之
価
値
法
則

の
問
問
を
理
論
史
的
な
視
角
か
ら
再
検
討
す
る
と
と
に
E
っ
て
、
こ
れ
士

で
の
社
会
主
義
経
祈
学
の
方
決
に
い
く
つ
か
の
点
で
批
判
的
反
省
を
く
わ

え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
は
放
の
よ
う
な
あ
ら
た
な
課
題
に
要
約
さ

れ
よ
う
。
社
会
主
義
経
済
学
の
方
法
論
的
諸
問
題
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
商

品
生
産
白
必
然
性
を
資
本
主
義
生
産
様
式
か
ら
央
院
主
義
生
庄
様
式
へ
移

行
過
程
の
な
か
で
ほ
則
的
に
把
握
し
、
広
い
意
味
で
の
過
渡
期
ー
と
し
て
の

社
会
主
義
段
階
に
お
け
る
商
品
'
貨
幣
閃
係
の
本
質
見
定
の
転
化
と
形
態

規
定
性
の
転
化
過
樫
を
対
立
と
紘
一
の
両
側
面
に
お
い
て
弁
証
法
に

t
ら

え
、
何
が
転
化
し
た
本
質
で
あ
り
、
何
が
転
化
L
た
形
態
で
あ
り
、
ま
た
、

何
が
ふ
る
い
形
態
で
あ
る
か
を
明
確
に
し
な
吋
れ
ば
、
基
本
的
に
解
決
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
、

E
。
こ
こ
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
社
会
主
義
経
済

学
の
方
法
が
、
「
広
義
の
経
済
学
」
の
方
法
色
L
て
確
立
さ
れ
、
発
展
さ

れ
う
る
の
で
あ
る
u

社
会
主
義
経
済
学
O
方
法
に
か
ん
す
る
一
つ
り
反
省
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